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岩手大学国際交流センター報告第5号(2009.7)

多言語状況による問題解決型研修の試み

-｢国際合宿｣研修フレームワークの有効性に関する一考察一

松岡　洋子　　　尾中　夏美

0.はじめに

グローバル化が急速に進む現代社会には､環境問題､資源問題､食糧問題など特定の地域単独で

解決することが不可能な課題が山積している｡これらの課題を解決し､新たな社会を構築するためには

幅広い視野からの思考力､行動力を持つ人材が必要となる｡そこで､教育機関はこのような社会の要請

に応えるため､国際通用性を有する人材育成に力を注ぎ始めた｡

オーストラリアのビクトリア州で2009年3月に提出された教育指針では､ ｢グローバルシティズンシップ

は､地球上の人々や環境との我々の相互の結びつきを自覚すること､またグローバル社会やグローバ

ル経済-の貢献を意味する｣と定義し､生徒を市民(Civic and Citizenship)として育成するための学習

スタンダードとして｢生徒は､自らの価値観や権利､義務について批判的に検討し､社会の多様性につ

いて探求すること､異なる視点を探求した上で､自らの意見を表明できるようにすること､コミュニティー

での活動において自らの知識や技能を活用することが想定されている｣という項目が提示された｡このビ

クトリア州の教育目標は初中等教育レベルのものであるが､ここにある｢批判的な検討｣､ ｢多様性につ

いて探求すること｣ ､ ｢異なる視点を探求｣といった思考行動は､グローバル化が進んだ社会において必

要な力であり､社会のリーダーとしてあるいは調整役としての役割を担う人材育成を目指す高等教育に

おいても向上を図るべきものである｡

岩手大学では国際的な視野から地域の課題解決を行う人材育成を目指し､教育の国際化プロジ

ェクトが進められている｡しかし､大学が教育の国際化を教育理念として掲げながら､そのために学生に

提供されたプログラムは未だ限定的であり､ほとんどの学生は国際的な視野を持つ教育に触れる機会

が少ないまま卒業している｡その原因は､入学から卒業､就職までの過密なスケジュールの中で留学期

間を確保する難しさ､経済的事情､語学力の不足などがある｡このような状況を改善するためには､多く

の学生が参加できるよう教育機会の多様化を図る必要がある｡

そこで､新たな形態の教育プログラムの開発を目指し､ 2008年度に｢国際合宿-ヤングリーダーズ研

修｣を試みた｡これは､異なる言語･文化を有する学生集団による学びのコミュニティー作りを通じた体験

研修であり､さらに岩手大学の学生にとっては海外に出かけずに長期休暇を利用して多様な国の大学

生と接触しながら視野を広げる機会となる｡今回の試行プログラムには4カ国の学生が参加したが､日

本語､または英語のいずれかの言語を通じで情報を共有し､意見を交換し､問題解決を図るという過程

を経験した｡本稿では､この合宿研修の概要を説明するとともに､学生の思考意欲を高めるための研修

フレームワークの有効性について考察する｡
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1.合宿研修の概要

合宿の参加者内訳および全体スケジュールは以下の通りである｡海外の参加者には日本文化の理

解を深める目的で､週末に二泊三日のホームステイプログラムを実施した｡海外からの参加者でタイか

らの参加者の使用言語は英語に限られていたので､活動にあたっては日本語または英語で意思疎通

ができるように活動グループの構成に配慮した｡また､混合グループでのディスカッションは6グループ

で実施したが､宿泊時や｢森と風のがっこう｣での活動ではメンバーを組み換え､できる限り多くの参加

者同士の交流が進むように工夫した｡

実施期間　　　2009年2月19日～2月28日

宿泊場所　　　国立岩手山青少年交流の家､ ｢森と風のがっこう｣研修施設

参加学生　　　中国　5名(寧波大学　2名　曲阜師範大学　3名)

韓国　6名(明知大学　3名　群山大学　　　3名)

タイ　4名(サイアム大学)

日本11名(岩手大学8名　盛岡大学　3名)

引率教員　　　寧波大学1名　サイアム大学1名　岩手大学　2名

具体的な研修スケジュール

日程 乖�:�>�vR�

2月18日(水) 丶8､��y�x圸9�(V�ﾘﾇﾘ樢��

2月19日(木) �4�485�7X8ﾈ�ｸ4ﾈ984�駟��ｹ�雨ﾙUﾈ檍�ｸ5h7�8X8ﾈ�ｸ5h8x985��ｸ8���

2月20日(金) �4ﾈ�ｸ8��ｸ6�,ﾉ�騫ﾘ�ｸ､8､��x7ｨ�ｸ8�5�6X48､ｨ跏��

2月21日(土) 丶8､��x7ｨ�ｸ8�5�6X42�

2月22日(日) 丶8､��x7ｨ�ｸ8�5�6X48�{鑓4�8ｸ�ｸ7hﾘyzﾆ��鰻�,亊h.ﾘ.傲�N�(,ﾈ�8�+(ﾛ��

結果共有○ 

2月23日(月) 伜�+ﾉLﾉHH�雕���)��,iYx,ﾈ*ｨ,(+�*J8ﾊH�3ｩ���ﾈﾋ�韈ｹ�ﾘ,ﾈ･Iwh,iyﾙD�,ﾈｧr�

刃刃 

白○ 

2月24日(火) �)��,iYx,ﾈ*ｨ,(+�*J8ﾊH�3ｨｨｸｪｩ*ﾉ�)oh�x�,�,I&韃�&顰�,ﾉ6�9ﾙ���ﾈﾋ�,i��譴�

についての学び○ 

2月25日(水) �)��,iYx,ﾈ*ｨ,(+�*J8ﾊH�8�{鑓蝎+ﾉLﾉHH�雕���H�9�ﾈﾋ�,ﾈ4ﾈ�ｸ8��ｸ6����

理○ 

2月26日(木) �)��,h鰮���)Eﾉ�ｺ8,亊h+x.�4ﾈ�ｸ8��ｸ6�,ﾉ�騫ﾘ,i�ﾈﾆ陋ｸﾞﾈｼf��¥ｨ4�8ｸ�ｸ7h,��

て各国における課題とその解決策o口頭発表準備o 

2月27日(金) 佰ｹ:ｩJﾙUﾈ��OV�ｹ:ｩJﾙUﾆ��y¥ｨ樢��
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多言語状況による問題解決型研修の試み- ｢国際合宿｣研修フレームワークの有効性に関する一考察-

2.合宿研修のフレームワークの意義

今回の合宿で学生たちに提示されたテーマは｢食と持続可能な社会｣である｡しかし､参加した学生た

ちはいろいろな国の学生同士の交流が体験できることを目的とし､合宿のテーマにさほどこだわりはなく､

このテーマについて深く考えようという意欲を持って参加した学生､この分野を専攻する学生は少数派

であった｡このような学生たちに対して､問題解決-必要な思考およびコミュニケーション活動-の意欲

を高めるフレームとして以下の図のようなセッションに参加させた｡それぞれのセッションを通じて学生を

課題-主体的に関与させ､自らが行動可能な課題解決方法を構築することを最終目標として行動を喚

起した｡このフレームでは､学生の主体性が鍵となるため､教員は指導者としてではなく､フアシリテ一夕

-として関与した｡

動機付けセッション

課題解決共同体の構築

･共同体意識の構築

･課題に対する基礎知識注入

･課題に対する気づきの促し

･意見･知識の共有

体挨セッション

課題への当事者性の醸成

･体験による認識の具体化

･現実に対する疑問の発見

･共同休での体鼓共有

統合セッション

課題解決への協働

･知識と現実の統合

･追加情報収集促進

･討論の客体化

･課題解決のための役割認識

図　研修活動のフレーム

また､セッションにより活動の形態を小グループ､大グループ､全体､と変化させ､それによって自らの

所属する共同体に対する役割および帰属意識の変化を体験させた｡動機付けセッションでは､ 4､ 5名

の4カ国混合グループでの活動が中心で､疑似体験と討論を日本語と英語の複言語で行わせた｡この

セッションでは個々の学生には｢○○国ではどうか｣という質問に答える形で自国を代表する成員として

の関与が求められる場面も見られた｡体験セッションでは小グループ同士の作業と同時に､参加者全員

が同時に活動に関与する機会が多く､自国人としてではなく｢国際的な集団の一員としての自分｣を認

識する段階となった｡さらに統合セッションでは､第一段階として参加者を大きく2グループに分けて知

識と体験の統合を目的とした討論を行わせた｡ここで､複言語による意見交換､調整が行われたが､

個々の学生は意見集約作業で自らがどのように貢献できるか役割認識を深めた｡第二段階では国別に

分かれて最終的な課題解決プログラムの提案作成作業を行わせたが､これまで小グループ､大グルー

プでの複数国混在状態で得た知見を自国集団に持ち帰ることによって､自国を客観視し､課題を多角

的に検討させることにつなげた｡以上のように､活動によって規模､構成員が異なるグループでの活動

を体験させることで､学生個々のグループ-の関与の仕方を変化させ､それぞれの場面で役割意識､

思考の深化を学生自身に意識化させる機能が活動のフレームに組み込まれている｡
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3.学生の反応から見た思考意欲にかかわる教育的効果

この研修のフレームがどのように機能したかを検証するため､参加学生に対してアンケートによる意識

調査を行った｡その結果､学生たち自身がこの研修-の参加目的としていたコミュニケーション､あるい

は交流という点での効果だけではなく､物事を多様な視点で観察し､そこから課題を見出し､それにつ

いて解決のための方策を立てるという過程そのものに対する関心の深まりが見られた｡各セッションでの

思考の変化について以下に述べる｡

①　コミュニケーション､交流に対する意識の変化

多言語状況におけるコミュニケーションについて､困難とその解決法､おもしろさに対する学生たちの

反応を見ると､共通言語を持たないこと､特に今回のグループでのマイノリティ言語である英語でのコミ

ュニケーションに障壁を感じている｡その学生も自身の母語以外の言語を使用する場面を経験し､不安

や不十分さを訴えている｡このような困難を解決するため､ 1)辞書､非言語行動の使用､ 2)言い換え､

説明などのコミュニケーションスキルの使用､ 3)通訳の介入要請､などの方策をとったことを学生自身は

認識している｡実際のコミュニケーションを観察していると､コミュニケーションが挫折して議論の深化が

妨げられたり､話題を転換して挫折を回避したり､といった場面が観察されたが､最終的にはお互いの

言語を教えあい､学びあう行為が起こり始め､それについて学生はおもしろさを感じたようである｡また､

通常なら表面的になりがちな意見交換が､うまく言語化できないことによって却って深く議論することに

つながったという予想外の反応も見られた｡思考目的が明示されたコミュニケーション場面で｢ことばが

通じない｣という事実に対して学生たちは高いストレスを感じたはずであり､議論を継続させることをあき

らめることが予想されたが､言語的困難さがコミュニケーションを阻害する要因としてではなく､議論を継

続させるための一種の動機付け的機能を果たしたのは興味深いことである｡活動形態が単純な関係作

りから言語混在型小グループ､大グループ､そして単一言語の国別グループ-と変化し､それに伴い､

動機付けから体験､そして課題解決-向けてそれらを統合するという活動フレームを変化させたことが､

コミュニケーションの必然性を高め､コミュニケーション行動に対する関与-の責任の意識化につながっ

たことが予想される｡

②　動機付けセッションにおける思考の変化

動機付けセッションの中心的活動としてシミュレーションにより｢食と持続可能性｣に関するリスクを誇張

した形で提示し､意識化させた｡このセッションの最後の段階では､シミュレーションから得た知見をキー

ワード化し､ KJ法を用いてそれらを分類することによって学生たちの理解したことを整理させた｡この活

動の困難さについて､ 1)作業そのものが不慣れであること､ 2)課題に対するグループの成員それぞれ

の理解や視点に共通点が乏しいこと､ 3)基礎知識が不足していること､などが原因として指摘されてい

る｡学生たちは､分類､分析などのアカデミックな思考行動に不慣れであり､キーワードとしてあげられた

各要素の階層や規模の差異に配慮せずに同列に並べたり､相互の関係性を捉える軸を発見できずに

混乱したりする場面がどのグループにも見られた｡ここでは､思考の混乱が見られ､学生自身は言語の

障壁ではなく､思考そのものの不十分さに対するストレスを大きく感じていることが､ ｢物事の区別が難し
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い｣､ ｢原因と結果が混乱している｣､ ｢内容が漠然としてしまっていた｣､ ｢知識が深かったり､浅かったり

した｣ ､ ｢グループ同士の関係性の近さを判断できない｣などのコメントから窺うことができる｡

③　体験セッションにおける思考の変化

体験セッションでは､相互のコミュニケーションによる思考ではなく､体験に対する個々の思考の変化

を中心的な課題とした｡動機付けセッションで擬似的に捉えた研修課題について､ ｢森と風のがっこう｣

での実地体験によって個別的､具体的に捉えなおし､それをまた抽象化するという思考過程が､現地で

の最後の振り返り作業の中で見られた｡ここでは｢循環｣ ｢維持｣ ｢継続｣など持続可能性に対するキーワ

ードや､ ｢調和｣ ｢共生｣ ｢コミュニティー｣ ｢仲間｣ ｢役割｣など人間同士のつながり､ ｢意識｣ ｢価値観｣など

各自のあり方に関するキーワードが見られた｡このセッションでは､討論､意見交換など､思考を言語化

して整理する作業は少なく､学生たちは体験し､それを各自の意識の中で感じとることが中心的な活動

となった｡すなわち､論理的な思考を促す段階ではなく､研修課題について体験を通じて課題に対する

当事者性を高め､学生個々の課題-の関わり方を意識化させるためのセッションとして機能した｡学生

のアンケートでは､ ｢持続可能性｣､ ｢共生｣､ ｢継続｣､ ｢再生｣､ ｢無駄｣､ ｢節約｣､ ｢保護｣､ ｢循環｣など食

の持続可能性に関する記述が目立っており､研修テーマについて体験から実感したことがわかる｡さら

に､ ｢協力｣､ ｢調和｣､ ｢友だち｣､ ｢仲間｣など､持続可能な社会の維持のために人間関係の重要性につ

いての気づきが見られたことも特徴として挙げられる｡これは､研修参加者同士が課題を共有する仲間

としてお互いを認識しはじめた段階といえる｡

④　統合セッションにおける思考の変化

ここでは2種類の思考活動を経験した｡ひとつは､国混在型の大グループでの課題理解のための討

論であり､もうひとつは国別の課題解決型思考である｡課題理解のための思考過程では､コミュニケー

ション上でことばの障壁がより深刻に現れる場面も多々認められたが､理解が浅い､あるいは理解の異

なるメンバーに対して説明を加え､討論を喚起するなど､議論を深めるための学生同士の相互援助活

動が急激に現れた｡教員はこの過程で学生同士の議論の成果を逐次チェックし､理解の矛盾点を指摘

し､再度思考するための枠組みに対するヒントを与えるなどの介入を行った｡このような討論､報告､介

入のサイクルを繰り返すことによって学生は思考活動の困難さと同時におもしろさを徐々に感じるように

なった｡ ｢話せば話すほど難しくなった｣､ ｢本気に近い形で討論できた｣､ ｢いろいろなアイデアを意見交

換できた｣などの肯定的意見とともに､ ｢時間が足りなかった｣､ ｢意見が合わないところがあった｣､ ｢まじ

めに考えないメンバーがいた｣などの否定的な指摘も見られたが､これは､議論に対して真筆に向き合

ったために出た意見である｡

国別に分かれての討論に対しても同様の意見が見られるが､同国人同士になって議論がよりスムーズ

に進んだという指摘がある一方で､メンバー同士の関係性が硬直化したこと､多様な視点から議論が深

まらなかったといった意見も見られたことは興味深い｡特に､日本人学生の集団では､ ｢自国の問題を遠

慮なく話し合えた｣ ､ ｢意見の共有がスムーズにできた｣という肯定的な意見と同時に､ ｢意見がまとまらな

い｣ ､ ｢文句があるのにはっきり言わない｣など､社会文化的な特徴を否定的に感じた学生も見られる｡韓
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国､中国の学生は国別で議論することで情報を共有していることが有効に働いていることを指摘してい

る｡一方､タイの学生たちは唯一日本語を理解しないグループだったこともあって､言語的な障壁につ

いてコメントしており､最後のセッションにいたるまでに他の国の学生たちと課題に対する思考の深化が

不十分だった可能性が窺えた｡タイの引率教員の指摘によると､タイの学生たちは論理的に思考し議論

することに慣れておらず､今回の活動に困難さを感じたということである｡国によって､教育内容､方法が

異なるため､今回の研修のフレーム機能は､その効果の深さや内容がかなり異なっていることが窺える｡

4.まとめと今後の課題

本論では国際合宿を､活動フレームの意味とその機能から分析し､学生の思考的成長に対する機能

について述べた｡学生たちはこの研修活動中にさまざまな思考過程を経験し､より多様な視点を持ち､

自身の､また相手の意見について論理的､客観的に捉えるようになった｡アンケート中､ ｢多様性を実感

できた｣､ ｢自国や自分を見る視点が増えた｣､ ｢広い視野を持って課題を解決すべき｣､ ｢いろいろなこと

を深く考えさせられた｣､ ｢世界の問題とその解決方法などをいろいろ考えた｣などの記述の中に､学生

の思考過程の広がりを認めることができる｡研修当初は課題に対して表面的な関わり方をしていたが､

セッションを経るに従い､個々の実感として課題が捉えられるようになり､さらに議論によって論理的､客

観的に課題を理解するに至り､解決する方向に思考が変化したといえよう｡普段の授業では､知識を積

み上げることが中心で､時間をかけて多様な情報や意見を検討する体験が少ない｡今回の研修のフレ

ームは､参加者の多様性､複言語状況､段階的な課題､多様な議論形態といった要素が思考を深める

教育的装置として機能し､このような学習環境において課題に能動的に取り組ませることで学生の思考

が活性化することが観察された｡

しかし､学生がどのような教育を受け､論理的思考過程にどれほど親しんでいるかは個人差が大きく､

それぞれのセッションで意図された教育効果が十分に得られるよう､このような個別差に対する配慮が

必要だろう｡たとえば､タイの学生たちは討論に慣れておらず､事実から得た情報に基づき自分の意見

を整理､表明することを梼曙する場面が見られたが､合宿に入る前の事前研修として情報収集とその分

析､解釈の思考過程をより体系的に体験させておくことによって､討論がさらに深まることが予想される｡

大学生としてより高度な思考過程を経験させるために､フレームの再構築およびより詳細な課題設定を

目指していきたい｡
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アジアの留学生と日本の近代

岡崎正道

岩手大学国際交流センター

1.はじめに

2008年､福田康夫内閣のもとで｢留学生30万人計画｣なる国策が打ち出され､わが国のさらなる留

学生受け入れ拡大の方針が明確となった｡予定通り2020年にこの目標が達成されるかどうかは何とも

言えないが､基本的な方向としては領けるものである｡

現在日本で学ぶ外国人留学生は約12万人､日本語学校等｢就学｣の資格で在留する学生も合わせ

ると15万人ほどであるが､周知のようにその大半がアジア人学生､特に中国･韓国出身者で全体の3分

の2以上を占めている｡東アジアのこの両国との関係を抜きにして､日本の将来を展望することは甚だ

困難であろう｡政治･経済･文化などいずれの面においても､日中韓三国の密接な関わりは､今後も深ま

りこそすれ決して衰えることはなかろうし､またそうあってはならない｡

ところで､この三国(これにアメリカとかロシアなどを加えてもよいが)の若者たちに｢互いに相手の国を

どう思っているか?｣というアンケート調査を施すと､その多くの場合に､日本人が中国(人)あるいは韓

国(人)を｢好ましい｣と思っているほどには､中国人や韓国人は日本(人)を好意的に見ておらず､はっ

きり｢嫌い｣と返答する者の割合も日本から両国を見る場合よりだいぶ高いという傾向が見られる｡ ｢韓流

ブーム｣などと言われ､いささか過熱気味でさえある日本人の｢親韓｣感情に比しても､韓国人の｢親日｣

感情の度合いもかなり冷めたものである｡日英共同の世論調査(若者だけが調査対象ではないが)で､

｢世界に良い影響を与えている国｣として日本が3年連続トップになったにもかかわらず､その中で中国

および韓国の日本に対する評価だけは極端に低かった､というデータもある｡ (注1)先日急死した慮武

紘(ノムヒョン)元大統領の政権下では､かつての｢目帝36年｣の植民地支配の時代に日本に協力的な

態度を取った人々(親日派)の｢罪業｣が改めて糾弾され､彼らがそのことで得た利益は現在存命の子

孫たちから没収するという､普通では考えられないほど強硬な｢歴史の清算｣が断行された｡

中国では2005年春､小泉純一郎首相の再三にわたる靖国神社参拝に憤激した民衆がついに爆発､

各地で反日の嵐が吹き荒れる騒ぎとなった｡あの時､岩手大学に在学していた中国人留学生たちが示

した複雑な反応を､私は忘れることができない｡地元の新聞社から｢今回の反日運動について､意見･

感想を述べてくれる中国人学生を紹介してほしい｣と依頼され､何人かに当たってみたが､普段なら大

抵のことには応じてくれる彼らがこぞって､ ｢折角ですが､この問題にはコメントしたくない｣ ｢岡崎先生の

頼みなら何でも聞くけど､この件だけはご勘弁を｣と断わり､私も非常に困惑した｡辛うじて農学部の男子

学生(北京出身)が｢(今回の騒ぎは)一部の人に煽られているという気がする｡冷静に物事をとらえ､相

手を理解する必要がある｣と実名でコメントし､ -ルビン出身の女子学生(匿名)は｢日本で反感が高まっ

ていないか､安否を気遣い母が電話をくれた｡日本-の留学希望者は多いので､影響が心配だ｣とや
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や暗い表情で語った｡ (注2)

何かの政治的な事柄がきっかけとなって時々噴出するこうした｢民族感情｣は､留学生問題にも決して

無縁とは言い難い｡日本の大学等で学ぶ留学生たちは大概､日本の中で極力日本人との摩擦は起こ

したくないと考えるから､この種の｢感情｣の表出には努めて抑制的であろうとするだろう｡たとえ心中に

反日的な思いを抱いていても､それを毛ほども見せないように振る舞う者も多い｡ ｢反日運動｣に対する

コメントを拒否した学生は､あるいはあの時の｢反目活動家｣に多少なりとも同調する気持ちを有していた

のかもしれない｡もしそういう気持ちが全然ないならば､ ｢ああいう騒ぎを起こしても無意味､バカなこと

だ｣といった談話を残してもいいはずなのである｡

それではわれわれ留学生教育に携わる教師は､この種の問題に鈍感であってよいであろうか?否､

中国あるいは韓国出身の留学生が日本との歴史的､政治的な問題にあえて触れないからと言って､ま

た何か両国間の軋蝶などが生じた際にも彼らがそれについての論評をさし控えているからと言って､彼

らが何も知識を有せず､デリケートな感情をいささかも抱懐していないなどとは､ゆめゆめ考えてはいけ

ないであろう｡

逆にこれらの国の留学生の側から､ ｢韓国人にとって忌まわしい侵略者である豊臣秀吉が､なぜ日本

史上の英雄として今も讃えられているのか? ｣とか､ ｢韓国の植民地支配を推進した中心人物である伊

藤博文が､近代日本建設の功労者であるとはどういうことか? ｣ ｢1950年代の朝鮮戦争における経済特

需のおかげで､戦後日本の高度成長は実現したのですよね｣といった歴史｢事実｣を突きつけられた時､

日本人教師として返答に詰まってしまうということはないだろうか? ｢ライジングサン｣という映画で､原爆

投下の場面を見たマレーシア人観客が一斉に大きな拍手をしたなどという話もある｡ (注3) ｢南京大虐

殺事件｣ ｢従軍慰安婦｣ ｢靖国神社参拝｣といった問題を中国人学生が鋭く突いてきた時､日本人として

一体これにどう対応すればよいのだろうか?

｢私は日本語の教師なので､そういう歴史的なことはよくわからない｣もしくは｢この授業では､そういっ

た微妙な問題に立ち入ることはお互いに避けましょう｣などと逃げるのか､ ｢とにかく昔の日本は侵略戦

争など､悪いことばかりしてきた｡お詫びします｣と言って､ただひたすらに低頭するのか?私には､い

ずれも賢明な対応とは思えない｡より望ましいのは､こうしたシリアスな問題に答え得る､あるいは少なく

とも彼らとともに考え討議することができるだけの知識と認識とを日頃より蓄積し､感覚を練磨しておくこ

とであろうと思われる｡

2. ｢反日｣の底流

前章で提示したような｢反日｣的な言説の多くは､主に明治維新後の近代日本とアジア､就中中国･韓

国(注4)との歴史的関係に根差すものであると言ってよいであろう｡ 16世紀末の豊臣秀吉(1536-98)に

よる朝鮮出兵も､ 400年以上を経た現在もなおある種の史的ルサンチマンとして韓国人の民族感情の

中に残存しているが､こういったはるかに遠い過去の歴史はどこかで思い切って裁断しないと､ ｢モンゴ

ル人の侵攻に脅える東ヨーロッパ｣といった話柄が半永久的に蒸し返される始末となる｡

問題の核心はおそらく､次のように集約できるであろう｡ (韓国にとって憎むべき豊臣氏を討滅した)徳
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川政権の時代に｢朝鮮通信使｣ (注5)などを通して極めて友好的な関係を保持していた日本､同じ東ア

ジア儒教文化圏にあって共に中国(中華帝国)を範と仰いだ日本が､徳川幕府を打倒して新政権を樹

立するや､国策を180度転回させて欧米流の｢近代化｣-と舵を切り､儒教的華夷思想の観点からは

｢夷秋｣として軽侮すべき西洋の諸｢蛮国｣に追随して東洋的｢道義｣を放解し去ったのみならず､韓国に

までそうした西洋流近代化のための開国を迫ってくるという理不尽さに､韓国民たちは明治初期(1870

年代)の激しい反目運動をもって応じた｡日中韓三国の歴史的関係を図式化すれば､いわば中国が父

親で日本と韓国は子ども､それも韓国が兄で日本が弟という立場に当たると言える｡少なくとも江戸時代

の終わりまでは､儒教と封建制度(その内実には三国それぞれに特質があり､全く同じではなかったが)

を共通の価値とする｢東アジア共通の家｣的な意識が三国の国民および支配層の間の底流に流れてお

り､ア-ン戦争･アロー戦争に敗れた中国(晴国)が西洋の科学技術導入に漸く重い腰を上げ出した

｢洋務運動｣ (注6)の時代(1860-70年代)においても､かの国は旧体制の改廃にまでは至るつもりが

ないのに対し､日本が科学技術だけでなく政治システムにまで西洋流を移入しようと図ったことは､ ｢日

本は西洋の猿真似をする恥知らず､東アジアの裏切り者｣とする嫌日の感情を､中国や韓国に根強く植

えつけてしまった｡

とはいえ､イギリス･フランス･ロシア･アメリカ等西洋列強の魔手は東南アジアから東アジアにまで伸び

つつあり､否応なく何らかの改革の断行は不可避という認識は中韓両国の指導層にも当然ある｡靖国の

洋務運動はその端的な現われであり､韓国でも徐々に改革派の台頭が見られるようになる｡そしてその

過程で､近代化を進展させつつある日本の影響も自然に及んで来ざるを得ない｡ ｢裏切り者｣日本に対

する嫌悪感と､にもかかわらずそこから何がしかを学ばねばならないという悔しさと羨望､この極めてアン

ビバレントな感懐を知らずして､ 19世紀後半からの日中韓の複雑にして微妙な関係を正しく把握するこ

とは困難である｡

｢確かに日本は中国や韓国に随分迷惑をかけ､被害も与えたが､それは西洋諸国がアジアやアフリ

カの植民地に対してやったことと同じではないか｡いや､日本は韓国のために学校を建設して近代的な

教育を施したり､インフラの整備等にも相当努力して彼らを助けてあげた｡イギリスやフランスがインドや

インドシナで行なったことに比べ､日本は植民地にも多くの益を与えたはずだ｡現に台湾では､多くの

人々がかつての日本の統治に感謝さえしているではないか｡どうして､韓国人からはいつまでも反感を

受け続けなければならないのか?しかも欧米諸国は､かつての植民地支配についてほとんど謝罪も反

省もしていない｡何ゆえ日本だけが､かくもたびたびお詫びをし続けねばならないのか?｣自民党など

の政治家がこの種の発言をして韓国あるいは中国の猛烈な反発を招き､日本政府は慌てて釈明と謝罪

に追われるということが､これまで幾度となく繰り返されてきた｡これらの発言者は､なるほど事実としては

それほど間違ったことを語っているわけではない｡封建の圧政に坤吟していた民衆が､日本の｢支配｣に

よってむしろ何がしかの恩恵をこおむった場合もあるというのも､ある程度は事実であろう｡イギリス･フラ

ンスなど西洋列国がインドや東南アジアでどれほどの非道を働いたか､アフリカ大陸の人々に対しては

これをほとんど人間扱いしなかった､という歴史的事実もよくわかっている｡にもかかわらず､インドで｢イ

ギリスは東インド会社以来の支配を詫びよ! ｣とか､アフリカで｢ヨーロッパ諸国が我々に対して重ねた罪

は､断固として許さぬ! ｣といった抗議･批判の運動が起こったというような話をあまり聞かない｡私もケニ
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ア出身の留学生から｢かつてのイギリスの支配に対し､特に反発は感じない｡国内でも､そういう声はほ

とんどない｣という話を聞き､またベトナム入学生からは｢ベトナム人は昔の宗主国フランスをさほど恨ん

でいないし､ベトナム戦争で猛烈な爆撃を加えたアメリカにさえ今では特に反感を覚えない｡どうして中

国や韓国では､日本の侵略や植民地支配に今でも腹を立てているのか､理解しがたい｣と言われた｡上

記の自民党政治家諸氏らが聞いたら大喜びしそうな話だが､ここで決して思い違えてはいけないことが

あると思う｡

それは､インドや東南アジアあるいはアフリカ諸地域にとってイギリスやフランスなど西欧列強は､それ

までの歴史において特に親密な関係性を有せず､突然遠方からのインベーダーとして眼前に現われ､

圧倒的な実力をもって侵し奪い取り支配を強行していったということであるのに対し､中国･韓国に対す

る日本は､それこそ有史以来深い関わりを持ち､しかも日本が中国という親分および韓国という兄貴分

から政治･思想･文化等の様々な面で多大なる影響と恩義を得続けてきた関係にある､ということである｡

いきなり襲来した外敵による侵奪であれば､やがて独立を回復した後はこれを水に流すことも可能であ

ろうし､かえって親しい間柄となることさえあり得る｡しかし､長い間友好と情誼によって結ばれてきた相

手､しかも子分･弟分の立場にある相手から､あたかも手のひらを返すかのごとく｢我らは旧体制を廃し､

古い上着も脱ぎ捨てた｡あなたたちもいつまでも旧制に固執していると､国を誤るぞ｡今度は我らが指導

してやるから､よく言うことを聞いて近代化を推進せよ｣と倣慢かつ恩着せがましく｢助言･指導｣をなされ

たら､一体どうであろうか?素直にこれに従う気持ちが起きにくいばかりか､むしろ反感を抱く結果とな

るのも無理はないではないか｡先の自民党政治家の発言には､この点に対する配慮とデリカシーが決

定的に欠落しているのである｡

そこでやはり問題なのは､近代化政策を先行させた日本の中韓両国に対する姿勢である｡即ち欧米

の優位する科学技術文明を学び日本の近代化を進行させながらも､あくまで東亜の一国としての立地

点を忘却せず､中韓に対しても決して居丈高に構えることなく両国との友誼の堅持をより優先する-そ

のためには近代化をあまり急がず､中韓両国の改革にも懇切な助言･助勢は加え根気強く待ち続ける

一という余裕ある姿勢が日本の指導層の中に見られたなら､拙速な富国強兵路線は抑制され､東亜三

国の対欧米連携というコースも選択され得たはずである｡西郷隆盛(1827-77)の所謂｢征韓論｣ (注7)

や勝海舟(1823-99)の｢日韓支合従論｣ (注8)はそうした視座に立つ策論であったろうし､横井小楠

(1809-69)の｢高調子な思想｣ (注9)もまた同様の論脈で捉えることが可能である｡

しかしながら､こうした路線は急速な富国強兵型近代化を強引に推進する大久保利通らの政策によ

って排斥され､それに伴って中韓両国との摩擦･葛藤も避けがたく昂進していく｡このような近代化の進

展の過程を象徴する思想家として､我々は福沢諭吉(1835-1901)を挙げることができるだろう｡それゆえ

次章では､福沢諭吉の思想について､彼の朝鮮問題-の認識を中心に少しく考察してみたいと思う｡

実は現代の日本人の対外国人観にも､福沢流の観念が相当に根づいていると考えられ､福沢の思想を

考究することは､外国人と日常的に接する立場の人間にとって少なからず参考にもなるものだからであ

る｡
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3.福沢諭吉の対外観

福沢諭吉は現在1万円札の肖像画で毎日のように目にし､留学生も多くが知っており､国際的にもか

なり著名な人物と言える｡彼は豊前国･中津藩(現大分県)の下級武士の子として生まれ､牢固たる門閥

制社会に疑念と憤りを抱きながら成人したが､やがて長崎や大坂の適塾で蘭学を学ぶ中で､自由聞達

な精神を養っていった｡そして､ 1860年の威臨丸による渡米とその後二度の欧米遊歴を経て日本でも

有数の西洋通となり､慶応義塾を創設して教育事業も本格的に進めていった｡

西欧歴訪から帰国後に著しベストセラーとなった『西洋事情』の中で､福沢は欧米の歴史や政治･経

済･教育等の諸事情を幅広く紹介し､それによって｢漢儒者流の頑僻固階の都見｣ (注10)を打破しよう

と試みた｡この著作の中では､西洋諸国において民衆の福利のため有益な施策がいかに行なわれ､ま

た自由や権利等の保護が徹底してなされているかが詳述される｡彼は幕末の政争にはあくまで中立傍

観の立場を取り､明治新政府成立後も出仕の要請を固辞し続けたが､基本的には廃藩置県による封建

割拠制の廃絶と文明開化･殖産興業･富国強兵の国家建設路線を支持し､ 『学問のススメ』『文明論の

概略』などの旺盛な著述によって､一般大衆への啓蒙活動に絶大な役割を果たしていった｡即ち『学問

のススメ』では､普遍的人間平等観を高らかに宣言して封建イデオロギーを粉砕し､ ｢一身独立して一国

独立｣するための基礎としての実学の重要性を強説した｡資本主義的合理主義の観点から､晒習より解

放された自主独立の精神を鼓吹するその主張は人々に絶賛され､自由主義思想のチャンピオンとして

の名声は奔騰した｡

福沢の対外観を検討する上では､やはり『文明論の概略』が重要である｡同書のモチーフは､現実の

世界をリードする西洋列国と後進国たる日本の文明の等差がどのようにして発生するのかを解き明かし､

もってこの先日本が列強に伍していくために不可欠な近代化の確固たる方針を究明するところに､その

主眼は置かれていた｡文明開化が叫ばれる時勢の下に､福沢は欧米のような｢文明｣国とアジアの｢半

開｣国そしてアフリカ等の｢野蛮｣国という範型を立て､ ｢人間の目的は唯文明に達するの一事あるのみ｣

(④59)という視点から､野蛮-半開-文明という歴史進歩の行程を指し示した｡

いかに古い歴史と伝統を有する国でも､独裁専制の政治により｢自由の気風｣が甚だしく抑圧されるよ

うな体制下では､国民の精神的自立とそれを基盤とする国家の独立発展は望み得ず､結果としてアジ

アの諸邦が欧米の支配に屈従を余儀なくされるような事態に立ち至る｡その典型を､インドに見ることが

できる｡

世界中何れの人民にても､古習に惑溺する者は必ず事の由来の旧くして長きを誇り､其連綿たる

こと愈久しければ､之を貴ぶことも亦愈甚し-印度の人はこの貴き典籍を守りこの旧き国風を存し

て､高枕安眠の其間に政権をば既に西洋人に奪はれて､神霊なる一大国も英吉利の庖厨と為

り- ･英人の奴隷と為れり｡ (①43-44)

頑迷守旧の停滞性が国勢の進運を妨げ､ついには帝国主義の餌食にもなりかねない現実の苛酷さを

痛論する福沢は､皇統連綿たる国体をもって国史の精華と讃えてやまぬ水戸学や国学の流儀を｢人民､

神政府のために束縛を蒙り､活発の気象を失ひ尽して轟爾卑屈の極度に陥りたる｣ (同前)宿弊を生む

根因として弾劾する｡欧米の発達した文明をも無条件に賞美せず､相対主義の視点を強調する福沢は､
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封建的性向の強い日本精神を温存したまま単に科学技術のみを吸収せんとする採長補短主義､ ｢和魂

洋才｣主義を明確に拒否したと言える｡

儒教道徳を厳しく批判する福沢には､為政者の心徳と愛民感情に基く徳治主義の限界を指摘して国

民の能動的社会参画を促そうとする論調が濃厚で､その意味で彼は紛れもなく｢近代的｣思想家の名に

値すると言える｡だが､そうした理念的思考と容易に無知蒙昧の状態を脱し得ぬ日本人民の現状とを比

べるとき､その革新的啓蒙主義は徐々に後退し､自由民権運動の高揚に対する彼のクールな見方､即

ち結局同運動の主導権は士族が掌握し､民衆は彼らに従属して引き回されるかもしくは-漢に暴発す

るのみという状況-の痛憤なども相まって､福沢の思想は､民衆-の啓蒙より民心の操作而して国家主

義-の追従というように大胆な変貌を遂げていく｡

日本人に対してさえいささか冷めた眼で見ていた福沢が､儒教精神が根強く残り封建体制が強固に

維持された中国･韓国に対してなおさらに厳しい認識を示すのは､ある意味では避けがたいことであっ

たろう｡明治10年代の激動する国際情勢､就中日本を取り巻く極東情勢の変化に対し､福沢の対外論

はかなり硬論の色彩をおびることとなる｡ ｢一身独立して一国独立｣を至要の命題として掲げた福沢であ

るが､西洋列強の侵略による植民地化の危機が一応遠のき､受動的国防からむしろ積極的対外進出が

叫ばれる過程､即ち1873年の｢征韓論｣政変から75年の江華島事件(注11)そして壬午･甲申事変(荏

12)と続く一連の対朝鮮問題と､それに伴なう活国との確執という事態の変移の中で､彼の思考はいよ

いよ現実政治に近接した国権主義･覇権主義的な性向を強めるようになっていくのである｡

1868年慶応義塾を開設して新時代の教育事業を本格化させた福沢は､少なくとも1880年の頃ま

では､日中韓の三国が連携して西洋列強の東亜侵攻に対抗しようとする思想を多分に有していたと見

られる｡韓国の青年活動家､魚允中･柳正秀･愈吉春らを慶応義塾に留学生として受け入れ､開明派の

指導者たる金玉均･朴泳孝らに対しては､長きにわたり物心両面に至る大きな援助を与え続けた｡かつ

て封建の因習に呪縛されていた日本がこれを脱して西洋文明を見事に受容し得たように､韓国におい

てもまた守旧派を打倒した後に日本の支援と指導のもとに近代的改革が推進されていく姿を､福沢は

待望していたに相違ない｡しかし横井小柄のように儒教的普遍主義に一顧の価値をも見出せず､儒教

をひたすら封建イデオロギーとして唾罵した福沢は､アジアにおける苛烈な帝国主義的争覇の現実の

下で｢和親条約と云ひ､万国公法と云ひ､甚だ美なるが如くなれども､唯外面の儀式名目のみにして､

交際の実は､権威を争ひ利益を余るに過ぎず｣ (①57)という極めて冷徹な認識に基く､政府の対外的

富強策の追認-と転じていったのである｡

ここから､ ｢脱亜論｣に見られるアジア経略論は導かれてくる｡ ｢日本は強大にして､朝鮮は小弱なり｡

日本は既に文明に進みて､朝鮮は尚未開なり｣ (⑦126)という基本的視座に立って､福沢は韓国に対

するかなりあからさまな内政干渉を唱え､しかもそれを｢日本自国の類焼を予防｣ (⑦129)するための方

策だと正当化する｡さらに『時事小言』『東洋の政略果して如何せん』等の論著では､弱肉強食の国際

関係を前提にして､日本の生き残りのための軍備強化而して大陸唱覇といった､露骨なまでの対外硬

論が展開されるのである｡

我東洋の政略は結局兵力に依頼せざるべからず､兵力を足し軍備を拡張するには資本なかるべ

からず｡其資本の出処日本国民にして､国民は苦楽の応報を勘弁して納税の義務を担当し､以て
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後年の快楽を期すべし-軍備は今日燃眉の急にして､ (国会開設の)二十三年を待つべからず｡

(⑦149)

自由民権運動に対する福沢の酷薄な評価は､彼の民権から国権-のスタンスの移動とパラレルであ

り､それはまた明治国家の富強政策の展開による大陸進出の現実化と見事に照合しているとも言える｡

｢脱亜論｣は､親日開明派政権を崩壊させた壬午軍乱から金玉均ら独立党の反撃の庄秩(甲申事

変)を経て､日本による朝鮮改革の失敗が明白なものとなった段階で書かれている｡

我日本の国土は亜細亜の東辺にありと錐も､其の国民の精神は既に亜細亜の固階を脱して西洋

の文明に移りたり｡然るにここに不幸なるは近隣に国あり､ -を支那と云ひ､ -を朝鮮と云ふ｡此二

国の人民も古来亜細亜流の政教風俗に養はるること､我日本国に異ならずと錐も､其人種の由来

を異にするか- ･其の古風旧慣に恋々するの情は百千年の古に異ならず- ･外見の虚飾のみを事

として､其の実際に於ては真理原則の知見なきのみか､道徳さえ地を払ふて残刻不廉恥を極め､

尚倣然として自省の念なき者の如し-左れば､今日の謀を為すに我国は隣国の開明を待て共に

亜細亜を興すの猶予あるべからず｡寧ろ其の伍を脱して西洋の文明国と進退を共にし､其支那朝

鮮に接するの法も隣国なるが故にとて特別の会釈に及ばず､正に西洋人が之に接するの風に従

て処分すべきのみ｡悪友を親しむ者は共に悪名を免かるべからず｡我は心に於て亜細亜東方の

悪友を謝絶するものなり｡ (⑦223-224)

古代以来親密なる歴史的関係を有する中国･韓国の両国を｢悪友｣と呼び､これと｢謝絶｣することを

日本にとっての良策だと主張する福沢は､ここに東洋的道義の一切をかなぐり捨てた冷酷な帝国主義

者-と変貌を遂げたのであろうか｡無論､福沢を大陸侵略のイデオロギー的先導者と糾弾する見解も､

あながち不当とは言い難いものがある｡

しかし､そこまで福沢を乾める見方に､私はくみしたくない｡ ｢門閥制度は親の仇｣ (『福翁自伝』)と言

い放ち､ ｢天は人の上に人を造らず､人の下に人を造らず｣ (『学問のススメ』)と叫んだこの先進的思想

家の脳中には､儒教道徳と旧制度に全身つかり切り､人民の創造性も社会の進歩も抑圧して弱体化し

ていく老醜国家の無残な姿が､許容しがたい存在として映じていたに相違ない｡大いなる期待をこめて

支援を施した韓国の親日改革派勢力が､清国の介入によって脆くも挫折に追い込まれた時､福沢の失

望と憤潜はその頂点に達したことであろう｡アジアの先進国家日本の助力による中韓両国の近代化､こ

の観点から福沢は日清戦争を｢文野明暗の戦｣即ち｢野蛮国に対する文明国の正義の戦争｣と捉え､勝

利のための軍費調達-の協力さえ行なったのは､封建反動の圧政に苦しむ民衆が自ら国家改造をな

し得ぬ時､純粋な善意に基く他国の介入は許されると信じてのことに違いはなかった｡

さて翻って現代の日本人の標準的な対外国人観を省察してみると､案外この福沢流の観念が根づい

ていると言えるのではないであろうか｡封建門閥制を否定した能力第-主義や自由と創造の精神の高

唱を核とする福沢の思想の､もう一方の重要な側面である脱亜入欧の意識は､ 1930-40年代｢脱亜

超欧｣を試みて敗れた日本人の心中に､特に戦後再び蘇っているように思われるのである｡
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4.むすび

日清･日露両戦役を経て｢帝国主義｣国家-と飛躍した日本のその後の歴史の歩みについては､紙幅

の制約があるゆえ詳述しない｡ただ､日露戦争でアジアの小国日本が勝利したことに､アジアの諸地域

で多くの民衆や指導者が歓喜したのは事実であり､この時期清朝打倒の革命を目指す中国から､また

フランスの植民地支配からの独立を求めるベトナムから､多くの青年が留学生として日本の土を踏んだ｡

中国人青年･学生らは孫文･黄興らを指導者とし､また宮崎滑天など日本人同志の熱い援助を受けなが

ら､東京で｢中国革命同盟会｣を結成し､ベトナム人青年･学生たちは独立運動の闘士ファン･ポイ･チヤ

クの｢東遊(ドンズー)運動｣に共鳴して､日本を闘争の拠点と定めた｡アジアの新興国家日本は､彼ら

にとってまさに希望の星であった｡明治維新を､西洋列強の支配-の抵抗そして近代化を進める民族

主義革命の偉大な成功事例として評価し､自分たちが取り組むべき闘いのモデルとして賞賛したアジア

の若者たちは､大きな期待を抱きつつ来目し､日本で多くのことを学ぼうと努めた｡ 1900-20年頃に

日本で学んだ中国人留学生の中から､中国の改革･革命､近代中国の建設に大きな功績を残した幾多

の人物が生まれた｡

だが､その後のアジアとの関わりの過程で､日本が｢初志｣を忘失して彼らに対する支配者･抑圧者ひ

いては侵略者-と転落していったことは､遺憾ながら否定しがたい歴史事実である｡とはいえ､その過

程(20世紀前半)においても､日本人のすべてがそうだったわけでは勿論なく､日本の国策のすべてが

アジアに対する加害行為だったと決めつけることも無論できない｡ならば､どこで誰が何をどう誤ったの

か､そして果してそれは避けることのできない道であったのか､一つ一つの歴史事象と人間の行ないを

具さに検証していく作業を､我々は決して厭うべきではないであろう｡その作業は､さらに今後の研究課

題として掲げておきたい｡

留学生教育に携わる我々が今相手にしている､主に1980年代生まれの若者たちは､それぞれの国

で21世紀前半の指導的立場に立つことになるであろう人々である｡第二次世界大戦と日本の敗戦から

100年という節目の時期(2040-45年頃)に､国のリーダーとして大きな働きをなす可能性も有する

人々である｡その頃の日本と中国･韓国の関係がどうなっているか､そもそも東アジアの地図がどうなっ

ているかさえはっきりとは予測できないが､少なくとも過去の不幸な歴史を真に｢清算｣し､共にアジアの

未来を語り合える友好的なパートナーでありたいとは思う｡そのための種まき人の役割が､我々には課

せられているのだろうと思う｡

(注1) 2008年4月2日､読売新聞社と英国BBC放送共同世論調査

この調査の結果では､日本はドイツなどと並んで｢世界に良い影響を与えている｣ことを高く評

価されている｡ちなみに｢悪い影響を与えている｣国としてはイラン･イスラエル･パキスタン･北

朝鮮などが上位に並び､アメリカも｢良い影響｣より｢悪い影響｣のほうが大きいと厳しい評価を

下された｡
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アジアの留学生と日本の近代

日本は全体では､ ｢良い影響｣56%を得る一方｢悪い影響｣は21%にとどまったのだが､中国

からは｢悪い影響｣55%､韓国からも同52%という､極めて低い評価を与えられた｡これが多

分に両国内の根強い｢反日感情｣に起因するものであることは､明らかであろう｡

(注2) 2005年4月16目付　岩手日報朝刊

(注3)歴史教育者協議会編『日本歴史と天皇』(1989年､大月書店)311頁

(注4)この場合の｢韓国｣とは朝鮮半島全体を指す概念で､正確には｢南北朝鮮｣あるいは｢韓国お

よび北朝鮮(朝鮮民主主義人民共和国)｣と書くべきなのであろうが､煩を避けるためあえて

｢韓国｣で通すこととする｡これは､現在我が国と北朝鮮との間に国交がなく､北朝鮮国籍の留

学生も来ていない(少なくとも表向きはそういうことになっている)という現実を踏まえてのことで

もある｡また留学生ではないが､在日コリアンの学生の｢韓国籍｣or｢朝鮮籍｣という厄介な問題

も存在するが､これにも本稿では言及しない｡

(注5)広義には､室町時代の1429年から江戸時代の1811年までに計17回来目し､豊臣政権期

にも2度来ている｡しかし大規模な通信使派遣が継続的に行なわれたのは江戸時代のことで､

日朝両国間の親交と文化交流に大きな役割を果たした｡

(注6)穆宗(同治帝1861-74)の治下に推進された改革(同治中興)の背景をなす近代化の運動で､

曾国藩･李鴻章ら清朝官僚が中心となって推進｡軍需工場設立､外国語学校の設立､海外

留学生の派遣､西洋科学技術書の翻訳､軍幹部養成学校の設立､造船･鉄道･紡績等の工

場建設などを進めたが､その根本は｢中体西用｣､即ち中国の伝統的政治体制と精神文化を

堅持したまま西洋の技芸のみを導入しようとするもの(日本の｢和魂洋才｣に類似)であったか

ら､幕藩･封建体制を廃絶した日本とは異なり､そこにはおのずから大きな限界が存したと言

える｡

(注7)西郷隆盛は､新政府の近代化政策によって従来の特権を奪われた士族層の不平を代弁し､

外征による局面の打開､具体的には明治初年の大きな外交問題である対韓関係紛糾を一挙

に解決する方策として｢征韓論｣ -朝鮮征討論を唱え､国内改革が先決だとする岩倉具視･大

久保利通ら｢内治派｣と対立したというのが今も見られる｢通説｣である｡しかし毛利敏彦民らの

研究で､この｢通説｣は批判されている｡即ち西郷は｢征韓｣ではなく｢遣韓｣使節役を強く望ん

だのであり､その真意は征韓の口実作りのために韓国で殺害されることではなく､何よりも平和

的交渉の貫徹とその成算にあり､板垣退助-の征韓使暁的発言は､真実強硬論者であるこ

の同志へのいわばリップサービスにすぎないというのである｡私も､この見解に基本的に同感

である｡西郷には､欧米列強の後進国家に対する非道な植民地政策を普遍主義的文明観に

よって非難する強い意識が見られた｡西郷にアジア侵略の先導的役割を見出すことには､ど

うしても無理が伴なう｡

(注8) ｢海舟日記｣文久3年4月28日(『海舟全集』第9巻)

(注9)横井小柄は西洋文明の優越した成果は大いに評価しつつ､その帝国主義は激しく批判した｡

一方徳川幕府の積年の政治に対しては､国家人民を豊かにすることを忘れて専ら権力の維

持にのみ耽ってきたと厳しく弾劾する｡日く｢幕府の制度･ -権柄により徳川御一家の便利私
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岡崎　正道

営にして､絶えて天下を安んじ庶民を子とするの政教あることなし｣ (｢国是三論｣)だが横井の

優れた眼識は､西洋式の近代化が戦争の惨禍をもたらす危険性をも鋭く見抜いていた｡ ｢西

洋の学は唯事業の学にて- ･西洋列国戦争の止むべき目なし｣これを避けるためには尭舜の

王道政治を実現させる以外にないと､彼は考える｡そして､それを果たすことこそ日本の至要

な責務だと言う｡有名な｢尭舜孔子の道を明らかにし､西洋器械の術を尽くす｡何ぞ富国に止

まらん､何ぞ強兵に止まらん｡大義を四海に布かんのみ｣ (｢甥の左平太･大平に送る詩｣)は､

まさに東洋的道義と西洋文明の有機的結合を果たさんと模索した､横井の思想的結語であっ

た｡この横井を､勝海舟は後年次のように評した｡ ｢俺は今までに天下で恐しいものを二人見

た｡それは西郷と横井だ- ･横井の思想の高調子な事は､俺などはとても梯子をかけても及

ばぬと思ったことがしばしばだったよ｣ (『氷川晴話』)

(注10) 『福沢諭吉選集』(岩波書店)第1巻101頁(以後､同選集からの引用は｢(∋101｣と略記す

ることにする)

(注11) ｢征韓論｣政変で西郷･板垣らが下野した後､明治政府は日本との外交関係樹立を拒む朝

鮮に対する軍事的示威を一層強化した｡そして1875年9月､日本海軍の軍艦雲揚による

江華島水域侵入に対する朝鮮側の砲撃を誘発してこれに応戦､翌76年強引に日朝修好

条規を締結させて朝鮮を開国させた｡

(注12)大院君一派を退け日本にならった軍制改革を進める閏妃政権に対し､ 1882年7月朝鮮の

首都･漢城(ソウル)で兵士･下層市民による反日暴動･反乱が勃発｡日清両軍が出兵し､

大院君を天津に引致｡済物浦条約で日本は朝鮮における軍隊駐留などを認められる一方､

清国は朝鮮支配の宗主権を強化､日清両国の対立が深まった｡そして1884年12月､親

日･開化派の金玉均･朴泳孝ら青年官僚(独立党)は､親清保守化を強める事大党･開妃政

権に対する反撃を試みた｡ (甲申事変)しかし清国軍の反攻を受けて敗退､金玉均らは日

本-の亡命を余儀なくされた｡
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日本語特別コース実施報告

1.概要

日本語特別コースは日本語能力の向上を目指す全学の外国人留学生が対象の補

講授業である｡定員に余裕のある場合には研究員およびその家族も受講が可能である｡

初級､中級レベルの授業では､国際交流科目または特別コースとして履修する学生が､

上級レベルの授業では全学共通教育科目または特別コースとして履修する学生とが同

じ授業に参加している｡

2.受講までの流れ

受講希望者は､毎学期はじめに実施されるオリエンテーション-の参加が義務づけられ

ている｡オリエンテーションでは英語および中国語の通訳を介した説明を行っており､今

年度も昨年度に引き続き国際交流センターの尾中教員(英語)､早川教員(中国語)の

通訳協力を得た｡オリエンテーション終了後に､工学部三輪教員開発によるオンラインプ

レースメントテストを実施した｡

<前期>

4月4日(金) 13‥30-15:00　学生センターG37(CALL教室)参加者20名

4月9日(水) 13:30-15:00　　　　　同上　　　　　　　　参加者6名

<後期>

10月3日(金) 13‥00-15‥00　学生センターG37(CALL教室)　参加者22名

10月7日(火) 10‥30-12:00　　　同上　　　　　　　　　　　参加者10名

なお､オリエンテーションに参加できない学生等に対しては､例年通り個別に対応した｡

3.授業概要

3,1開講クラス

授業概要は前期後期とも同様で以下の通りである｡

<日本語特別コース科目一覧>

科目名 �>�vR�コマ 

初 �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�B�初めて日本語を学習する人が対象○初歩的な文法､語桑等および日 釘�

級 ��ﾘﾘr�常生活に必要なごく基本的な会話および読み書きの技能の習得を目 
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Ⅰ ��指すo ��

テキスト:『げんきⅠ』会話.文法編(TheJapanTimes) 

日本語初級Ⅰ 表記.作文 傀�-�,I?ｩgｸﾎｨ/�ｧx�+x.��ﾈ*ｩ���ｶ�*�,�,hｬ�%�,悪�ｨ,ﾉ<x-ﾘ��*ｺB�1 
および簡単な文章の読み書き能力を高めるo 

テキスト:『げんきⅠ』読み書き編(TheJapanTimes) 

初 �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�R��ﾘﾘr�日本語を150時間程度学習した人が対象o初級後半の文法､語粂 釘�および日常生活に役立つ会話および読み書きの技能の習得を目指 

級 Ⅲ 凾ｷCテキスト:『げんきII』(TheJapanTimes) 

日本語初級Ⅱ 傀从佩9Kﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣S��鬩/i7�,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�t$�4�4ｴ�荀蒜��(�ｉgﾙ�ﾈ����

中 級 Ⅰ �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�B�大学生活(研究室､授業等)に必要な日本語の会話技能および中級 �"�

レベルの文法.語童の知識の習得を目指す〇 

総合 �6X4ﾈ5�6s｢���｢��y(hｸ坪ﾗ8+�*H�ｈ5�8ｨ�ｸ4x�ｸ6ﾈ6(6x8��ｸ4竰�

(後期)『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅰ ��ﾉ�ﾈ,h+X,I?ｨ�ﾙ�hｨ蟹�Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,��(ｵｩEﾈ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

会話 �6X4ﾈ5�6sｨ�x,�-�.x*�?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h�,ﾈｮ��)<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�｢�1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6x,�,r�,ﾈﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｸ6X4ﾈ5��1 

作文 �6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�ﾞﾉ[i](�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �(hｸ���ﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣3��鬨,ﾈ�;�/�mｨ輾+t2�1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�uD薀U$ﾔTD��DTｴ�荀蒜�����ｉgﾙ�ﾉ6ﾒ��

科目名 �>�vR�コマ 

中 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�R�中級前半修了者が対象o大学生活(研究室､授業等)に必要なより �"�

高度な日本語の会話技能および中級レベルの文法.語嚢の知識の 

総合 做ｹ;�/�mｨ輾+x�ｲ�

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅲ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅱ �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4饉h�,ﾉ<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

読解.漢字 �6X4ﾈ5�6s｢ﾘ986�4�4X6r�

日本語中級Ⅱ �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4饉h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6zH揵�[i9著ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/��1 級 剿ﾚ指すo 

Ⅱ �<x��鞐ﾉ[b�テキスト‥『留学生のための論理的な文章の書き方』(スリーエーネットワ 

-ク)ほか適宜使用 

日本語中級Ⅱ 兌hﾆ隗y�h,儺ｹwh,旭��)4�,夷ｨﾄｲ饉hﾆ�,ﾉ&ﾘ�,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 
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文系日本語 �6X4ﾈ5�6sｸ6�986�4�4X6r� 

上 ��8ｸ�?ｩgｸﾎ｢�大学生活や研究に必要な高度な口頭表現力の習得を目指す○ ���

口頭表現 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,畏)7�,�<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+vR�1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧx,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,閏h�ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 級 刄eキスト: 

論文作成 忠��｢��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣I�[hﾞﾉ�ﾉ](�ｈ4�8ｸ4竰�

(後期)『大学生と留学生のための論文ワークブック』(くろしお出版) 

上級日本語 ��Xｧx,ﾉ[hﾆ�,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,夷ｩE�.)Uﾈﾋｹ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

文系 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧx,ﾉyﾘﾆ�,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,夷ｩE�.)Uﾈﾋｹ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

理系 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

合計単位数 �26 

4.実施状況

初級Ⅰクラスは､前期は履修学生の来日の遅れなどから開講時期が1週ほど遅れた｡

後期には初級Ⅲレベルに本学の協定大学であるアメリカア-ラム大学　sICEプログラム

(盛岡市教育委員会とア-ラム大学との協定による英語教育インターンシッププログラ

ム)の学生5名を受け入れた｡中級Ⅰレベル(総合､会話､漢字)でも同じくSICEプログ

ラムの学生4名を受け入れた｡SICEプログラムの学生は後期前半の7週間を受講した｡

さらに､中級Ⅰ総合の教科書は､前期は『中級-行こう』(スリーエーネットワーク)､後期

は『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学出版会)を使用した｡各学期の時間､担当

者､受講者数は以下のとおりである｡

<前期> (4月10日～8月　4日)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗX�)�B�
特別 俛�ﾝｲ�共通 

初級日本語Ⅰ総合 ��Xｾ��ﾓB�坂本淳子.大高久枝 釘�0 ��

初級日本語Ⅰ表記.作文 �絣綯�松林和美 �"�0 ��

初級日本語Ⅲ総合 佇駑��ﾓB�大高久枝.大畑佳代子 ���1 ��

初級日本語Ⅱ漢字 佇絣綯�松林和美 ���1 ��

中級日本語Ⅰ総合 佇駑���"�松岡洋子 �2�2 ��
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中級日本語Ⅰ会話 ��SR綯�尾中夏美 �2�3 ��

中級日本語Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり �2�0 ��

中級日本語Ⅰ読解 ��Sr繧�小野寺淑 �2�0 ��

中級日本語Ⅰ漢字 佇�2紕�尾中夏美 �2�1 ��

中級日本語Ⅱ総合 佇絣綯��S2紕�尾中夏美 松岡洋子 釘�4 ��

中級日本語Ⅱ読解.漢字 ��Sr繧�岡崎正道 �"�8 ��

中級日本語Ⅲ読解.作文 冦コ綯�中村ちどり ���5 ��

中級日本語Ⅱ文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 �"�6 ��

上級日本語A口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 �"� ��"�

上級日本語B読解 ��S偵���岡崎正道 �"� ��2�

上級日本語C文系 冦コ綯�中村ちどり �"� �"�

上級日本語C理系 仞���"�照井啓介 ��� 澱�

上級日本語D論文作成 仞�2紕�菊地悟(教育学部) 釘� 釘�

合計 �#h5(7ﾒ� 鼎��49 �3��

受講者合計137 

<後期> (10月12日～2月21日)

科目 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�

特別 俛�ﾝｲ�共通 

日本語初級Ⅰ総合 ��Xｾ��ﾓB�坂本淳子.大高久枝 釘�0 ��

日本語初級Ⅰ表記.作文 �絣綯�松林和美 �"�0 ��

日本語初級Ⅱ総合 佇駑��ﾓB�大高久枝.大畑佳代子 唐�0 ��

日本語初級Ⅱ漢字 佇絣綯�松林和美 �"�0 ��

日本語中級Ⅰ総合 佇駑���"�松岡洋子 澱�6 ��

日本語中級Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり 迭�6 ��

日本語中級Ⅰ読解 ��Sr繧�橋本学(人文社会科学部) �2�6 ��

日本語中級Ⅰ漢字 佇�2紕�尾中夏美 釘�6 ��

日本語中級Ⅰ会話 冦�2紕�尾中夏美 途�6 ��
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日本語中級Ⅱ総合 佇絣綯��S2紕�尾中夏美 松岡洋子 �"�2 ��

日本語中級Ⅱ読解.漢字 仞�r繧�岡崎正道 唐�2 ��

日本語中級Ⅲ 文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 ��"�1 ���

上級日本語E口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 �"� 唐�

上級日本語F読解 ��S偵���岡崎正道 迭� 湯�

上級日本語G文系 冦コ綯�小浦啓子他(教育学部) ��� �"�

上級日本語G理系 仞���"�照井啓介 ��� 澱�

上級日本語H論文作成 仞�2紕�小浦啓子(教育学部) 釘� 釘�

計 �#h5(7ﾒ� 都B�35 �#��

受講者合計138 

受講数合計は延人数

5.問題点･課題

5.1施設設備

昨年度に引き続きオンライン教材(アルクネットアカデミー)を利用した｡しかし､家族の

受講者の場合､情報処理センターでの利用登録が不可能で当該教材は利用できない

ため､国際交流センター所有のユーザーアカウントでの利用となった｡また､教室の空調

等の環境改善は引き続き課題である｡

5.2　履修者の来学時期とその対応

今年度は初級レベルの履修者が少なく､特に前期では週1回のみの履修者と週2回

の履修者が混在し変則的に受講者を入れた｡学生の来日時期が定まらず､講座開始

時期に間に合わないケースが毎年見られるが､学生の能力､状況に応じて対応するため

には､個別指導を充実させることが望ましい｡また､協定大学からの履修生が増加しつつ

あり､中級後半レベルの授業数が不足している｡来年度は授業数を増やして対応した

い｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語研修コース実施概要

1.コースの目的

日本語研修コースは､大学院入学前の日本語予備教育プログラムであり､ 6ケ月間の日本語集

中コースとして開講されている｡受講対象となる学生は､岩手大学と近隣の大学の大学院-進学

する予定の留学生(大使館推薦の国費研究留学生および教員研修留学生)であるが､国際交流

センター長の許可を得た場合は岩手大学の留学生とその家族､岩手県立大学留学生とその家族

も受講することができる｡毎年4月と10月に開講され､日常生活と研究に必要な日本語の基礎を

学ぶ｡

2.平成20年度前期

(1)受講生

受講生は2名で､岩手県立大学研究生1名､岩手大学研究生の家族1名である｡国籍は中国

2名(男女各1名)である｡

(2)授業日程

4月初旬

4月21日(月)

4月28日～5月6日

7月末

8月初旬～下旬

8月下旬～9月中旬

9月中旬

(3)週間時間割

プレースメントテストと面接

授業開始

連休

期末テスト

夏休み

補習授業

授業終了

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 ��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) �� 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､全て初級ⅠⅠ
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(4)授業担当者

総合日本語‥　　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

読解･作文:　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)

漢字‥　　　　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

個別指導:　　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)

3.平成20年度後期

(1)受講生

受講生は8名で､岩手大学研究生(農学部･教育学部)4名､岩手県立大学研究生1名､日本

語研修生(研修後の配属は秋田大学2名､岩手大学1名)である｡

中国(男2名､女1名)

タイ(女1名)

中国ウィグル自治区(男1名､女1名)

ブラジル(女1名)

パキスタン(女1名)

(2)授業日程

10月初旬

10月7日(火)

10月10日(月)

12月23日～1月7日

1月上旬

2月下旬～3月中旬

3月中旬

(3)週間時間割

プレイスメントテスト･面接

留学生のためのオリエンテーション

授業開始

冬休み

スキー研修旅行

補習授業

留学生送別会

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 ��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､全て初級Ⅰ

-23-



(4)授業担当者

総合日本語

読解･作文:

漢字:

個別指導:

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)

松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

中村ちどり(国際交流センター専任教員)
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全学共通教育科目

1.日本語

主に新入学の1年生が履修する外国語科目としての日本語であるが､彼らは入学の時点

で既にかなり高いレベルの日本語能力を有しているので､その実態に合わせて｢上級日本

語｣を5科目用意している｡

(1)口頭表現(2)読解(3)文系日本語(4)理系日本語(5)論文作成

以上の5つである｡

週に5回の授業を複数の教員が分担しているが､受講者は単位取得希望の学部留学生の

ほか､単位は不要だが高度な日本語力の習得を望む学生やその家族等も参加し､ ｢日本語特

別コース｣の上級編をも兼ねるものとなっている｡

(1)口頭表現は､ハイレベルな話題をもとに議論をしたり､自分の意見を発表しかつ質

疑応答も行なったりする､高度な会話の訓練｡

(2)読解は､日本の文化･歴史･政治､現代社会の諸問題などに関する､これもレベル

の高い文章(新聞記事など)の読解の訓練｡

(3)文系日本語は､文科系の専門分野を学ぶために必要な語童や文章表現を理解できる

ようになるための訓練｡

(4)理系日本語は､理科系の専門分野を学ぶために必要な語桑や文章表現を理解できる

ようになるための訓練｡

(5)論文作成は､研究した内容や報告する事項などを日本語でまとめ､記述することが

できる力を養う訓練｡

この授業の受講者は原則として過去に6 0 0時間程度の日本語学習歴を有する者に限ら

れているので､相当にハイレベルな内容にもついてこられるはずであるが､それでも中国

など漢字圏の出身者とそれ以外の者､専攻分野の違いなどにも起因する関心の度合いの高

低などにより､おのずと差が生じてくることは避けがたい｡

授業担当者は次の通り

口頭表現二松岡洋子

読　　解:岡崎正道

文系日本語:中村ちどり･小浦啓子ほか

理系日本語:照井啓介

論文作成:菊地悟･小浦啓子

(文責:岡崎正道)
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2.日本事情文系

この授業では､外国人留学生が日本で学びまた日常生活を営む上で役にたっ､日本に関

する諸事情､諸文化事象等について講義する｡具体的な項目は以下の通り｡

(1)日本語の言語表現の特性

(2)日本人の精神と日本文化の特質

(3)日本の歴史､歴史上の人物､日本の思想

(4)政治･経済･地理･風俗･現代社会の諸問題等､現代日本の諸問題

(5)その他､日本と日本人に関するあらゆる事柄､また日本と世界の関係など

これらの中から､そのつど具体的なテーマを設定して講義するのだが､当然ながら出席

している学生の日本語能力や問題関心等により､内容をいろいろ考え工夫している｡

また学生の出身国についても､考慮を払う必要があるであろう｡特に政治的に対立する

国の学生が同じ授業に出ているような場合は､どちらか一方に味方するような(あるいは

こちらにそのつもりがなくても､そう受け取られかねないような)発言は､極力慎む配慮

が求められよう｡

(担当:岡崎正道)
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国際交流科目実施報告

1.概要

国際交流科目は短期留学特別プログラムの交換留学生を主な受講対象として施され

るが､日本人学生も専門科目の自由科目単位として認められる｡授業は､英語による専

門レベルの授業と初･中級レベルの日本語授業が開講された｡主な受講生は交換留学

坐(ノースセントラルカレッジ･アメリカ･テキサス大学､フランス･ボルドー大学､韓国･明知

大学､中国･清華大学､寧波大学､吉林農業大学)である｡

2.実施状況

平成20年度の開講状況は以下のとおりである｡

<前期;4月10日～8月4日>　(国際交流科目として登録者のあった科目のみ記載)

曜日 �5�486x8ｲ�Title �%�犬�担当教員 假8ﾗR�

火03-04 �7h8ｨ984ﾘ984�4(686x4坪8ｲ��8ringingitAHBackHome:The �"�AlanFarr �"�バック.ホーム-1960年代 ��

アメリカの文化革命 俵4��

水07-08 �.�*Bﾘ,(,ﾈﾙ�｣��3�D��8,ﾂ�4�8�8ｨ4ｨ,hﾋｹ�8,ﾉ&��b��AnotherCountry:TheUSAinthe Modernity �"�AlanFarr �"�

水09-10 ��ﾘﾎ9?ｩgｸﾆ��,�*�*�.�5r�Genderperspectivesonthe �"�藤原千沙 ���

エンダーの諸相 ���7Gv�$ｦ���觚6VV6����

月.木 傀从�?ｩgｸﾎｨuY�ﾘﾘr�ElementaryJapanesell 釘�大高久枝 ���

01-04 僭eneral 剔蜚ｨ佳代子 

月05-06 傀从�?ｩgｸﾎｨuXｫ�｢�ElementaryJapanesellKanJi ���松林和美 ���

月.木 01-02 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuI�ﾘﾘr�lnterrT)ediateJapaneseJeneral �"�松岡洋子 �2�

水05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuH檠�"�lntermediateJapanesel ConVe｢sation ���尾中夏美 �2�
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曜日 �5�486x8ｲ�Title �%�犬�担当教員 假8ﾗR�

水07-08 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuI<x���lnternedjateJapaneseJ Reading ���小野寺淑 �2�

月03-04 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuHｫ�｢�lntermediateJapanesel Kanji ���尾中夏美 ���

火05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuHﾞﾉ[b�rnternediateJapaneseJ Composition ���中村ちどり �2�

月05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuY�ﾘﾘr�lntermediateJapanesell �"�尾中夏美 釘�

水03-04 僭enera一 剌ｼ岡洋子 

金05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuY<x��鞐ﾉ[b�lntermediateJapaneSell Reading&ComposI'tion ���岡崎正道 釘�

月03-04 兌hﾆ�?ｩgｸﾎ｢�JSPforsocialscience ���岡崎正道 �2�

集中 侘)¥ｨﾊHｸb�lndependentStudjes �"�尾中夏美 松岡洋子 釘�

<後期;10月　9日～2月18日>

曜日 �5�486x8ｲ�Title �%�犬�担当教員 假8ﾗR�

火09-10 �h柯,侈�.�?ｩgｸ,ﾉ[h嶌,b�JapaneseCultureand �"�AlanFarr �"�

社会 �6�6妨G彦�&�v�免ﾒ�

火07-08 �4�8�8ｨ4ｨ,ﾘ,�+ｨﾉ�.ﾘ.ｨ.��WhyUSbecameunpopular �"�AlanFarr �"�

のか �6�蹠'尼�

金01-04 �5�4��ｸ8ｸ48985��ｸ985h6"�7b�Schoolinternship �"�山崎友子 JanesHalr ���

月05-06 �?ｩgｹ[h嶌,i?ｩgｹ�ﾉ�9yﾘ,ﾂ�DiscoveringJapaneseCulture �"�斎藤博次 澱�

発見 ��襯ｦ���覿6U�7�6�ﾆ���

水07-08 兌h嶌,ﾈ��｢�CulturalDomains �"�M.Unher �2�

火05-06 ��9yﾘｧy?ﾉnR�lntroductionto Psychology �"�阿久津洋巳 ���
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曜日 �5�486x8ｲ�Tit一e �%�犬�担当教員 假8ﾗR�

月.木 01-02 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuI�ﾘﾘr�lntermediateJapanesel Genera一 �"�松岡洋子 ��B�

木03-04 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuH檠�"�lntermedjateJapanesel Conversation ���尾中夏美 ��B�

水07-08 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuI<x���lntermediateJapanesel Reading ���橋本学 澱�

月03-04 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuHｫ�｢�lntermediateJapanesel Kanji ���尾中夏美 澱�

火05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuHﾞﾉ[b�lntermediateJapanesel Composition ���中村ちどり 澱�

金05-06 �(hｸ�?ｩgｸﾎｨuY<x��隲�｢�lntermediateJapaneseH Reading&Kanji ���岡崎正道 �"�

月03-04 兌hﾆ�?ｩgｸﾎ｢�JSPforsocialscience ���岡崎正道 澱�

集中 俛�ﾝｸﾘx�ﾊH�2�MulticulturalStudycamp �"�尾中夏美 松岡洋子 湯�

3.課題と今後の展望

今年度は交換留学生に加え､日本人学生の受講も若干ではあるが､増加した｡しかしな

がら､国際交流科目の担当教員は授業数の負担が大きく､新たに担当教員を発掘するこ

とが困難である｡今年度末には担当教員の退職等によりさら開講授業数が減少する｡現

行の運営方法では国際交流科目の維持そのものが困難であり､早期に全学的な運営組

織の立ち上げを要望したい｡

また､今年度の新たな試みとして､ ｢国際合宿｣を開講した｡この科目は､岩手大学の海

外協定大学等(タイ･サイアム大学､中国･寧波大学･曲阜師範大学､韓国･明知大学･

群山大学)から14名､岩手大学9名､盛岡大学3名の計26名が受講し､合宿形式でコ

ミュニケーション能力､問題解決能力の向上を図った｡この形態の授業は次年度以降も開

講を続けることが望ましいという意見が学生から寄せられた｡運営費等で大学の負担が大

きいことから継続性については検討しなければならないが､いわて5大学の枠組み等を活

用し､恒常的に開講されることが望まれる｡

さらに､来年度は｢岩手学｣の開講も予定されているが､北東北3大学､いわて5大学､
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海外協定大学等のネットワークを活用し､多様な形式の国際交流科目が開講されるように

引き続き検討を行う｡

以上

(文責:松岡洋子)
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夏期休暇および個別日本語補講報告

1.概要

夏期休暇日本語補講は学期中の通常クラスに参加できない学生や､通常クラスで学習したことを復

習したい学生を対象として開講し､ア-ラム大学sICEプログラム学生の前半日本語教育としても活用

したoまた､学習者の個別ニーズに対応するため､担当教員およびボランティア学生による補講を実施

した｡各クラスの内容は以下のとおりである｡

①夏期休暇日本語補講

期間= 2008年8月28日～9月25日　9‥00-12:00 (全8回16コマ)

対象‥初級修了者､ア-ラム大学sICEプログラム(全10名受講)

担当:松岡洋子･尾中夏美

内容･スケジュール:

日付 �%99b�学習項目 

1 嶋ﾈ�#�?｢盈ｒ�尾中 ��齪ﾌ���樞�

②中学校生活入門 

･あいさつ(立ち居振る舞い) 

･先生との仕事の話し 

･生徒とのつきあい 

2 祷ﾈ��?｢以竰�尾中 ��?ｨ�ﾙ�hｨ�?ﾉnR�･ホームステイ先の生活 

･学校(教師､生徒との私的なつきあい) 

3 祷ﾈ紵?｢盈ｒ�松岡 宙ｮ)�Yz�y�h,hﾘy:�hｼb��日本語プレゼンテーションスキルトレーニング1 

-｢自分の文化を紹介する｣テーマの選択と紹介方法- 

4 祷ﾈ繪?｢以竰�松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�"�
-テーマの決定と紹介方法の決定- 

5 祷ﾈ���?｢盈ｒ�松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�2�
一発表内容の整理- 

6 祷ﾈ���?｢盈ｒ�小野寺 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984��
一発表内容の作成- 

7 祷ﾈ�#)?｢以竰�松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984��
-発表練習- 

8 祷ﾈ�#Y?｢盈ｒ�松岡.尾中 價ﾙUﾈ橙�
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②個別補講

日本語能力試験対策

期間:2008年10月17日～12月7日(毎週金曜日10:30-12:00)

対象:学部学生6名

担当:松岡洋子

内容:日本語能力試験1級対策問題集に取り組み､受験準備を行った｡

利用教材:日本語能力試験1級対策問題集各種

2.成果と課題

夏期休暇補講はSICEプログラム学生の準備コース的役割を兼ねて開講したが､昨年度に引き続き､

｢日本語プレゼンテーショントレーニング｣とし､学習者のレベルを問わずプロジェクト方式の技能向上

を目的とした｡発表までは日本人学生のサポーターが助言を行い､各自スライドを使ったプレゼンテー

ションを行うことができた｡

また､個別補講では､日本語能力試験対策講座を後期の前半に実施し､学生たちの評判も高かっ

た｡なお､この講座を受講した日本語能力試験受験者は全員合格した0

課題としては､以下の点が挙げられる｡

1)通常の授業で提供できない技能､知識をテーマとした補講の提供

･アジア人材基金の枠組みでビジネス日本語講座が不定期に行われたが､受講できない

学生も多かった｡これを補う意味で､来年度はビジネス日本語試験対策を実施する｡

2)個別学習支援サポーターの募集システムの確立と人材育成

･昨年度同様､人材育成に時間が取れなかったため､次年度に向けて課題が残った｡教育

学部生涯教育課程の学生を中心に､日本語サポートを体系的に行える学生人材を発掘

し育成していきたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語･日本文化研修コース

1.　　コースの特色

本コースは日本語と日本の諸事情､すなわち日本の文化･歴史･地理･政治･経済･

社会･教育等々について､理解を深めさせることを目的とする｡

そして教室における座学にとどまらず､様々な行事や体験学習等が豊富に用意され､

大学外の市民らとも交流しつつ楽しみながら学べるのが本コースの特色となっている｡

2.　　指導体制

留学生の専門分野や興味･関心に最も合う専攻の教員が､指導教官を務める｡

3.　　活動内容

周辺の名所･旧跡等を訪ねたり､学内外のイベント等に積極的に参加させて､関係者

や市民と交流を深める｡花見･バスツアー･キャンプ･盆踊り･七夕･クリスマス･

餅つき･スキーツアー･ひな祭り･着物着付け体験･生け花･茶の湯など､季節ごと

の催しが､学外の諸団体等の協力も得て数多く企画され､留学生たちはこれら-の参

加を通して日本文化を実体験することができる｡

4.　　受講資格と修了要件

このコースを受講することができる学生は､中級レベル以上の日本語能力を有し､日

本語･日本文化に関する分野を専攻もしくは学習している者である｡コースの修了者

には修了証を交付､また受講科目については､成績等の条件を満たした場合に単位を

与える｡

(文責:岡崎正道)
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日本語･日本文化研修生および短期留学生

修了研究(個別研究)報告

1.概要

平成20年度は前期に4名の学生が個別研究に取り組み､自分の選んだテーマについ

て資料収集､実験､アンケート等を実施し､さまざまな教員からの助言を受けながら研究を

まとめた｡

2.研究内容

当該年度の研修生､個別研究課題は以下のとおりである｡

氏名 偬��r�身分 侈Hｸh攣���指導教員 

董媛 �(hﾙ��日本語.日本文化 �?ｩgｸ,ﾈ��檠¥��ｨ*�.xﾊ�+ﾒ�菊地層 

清華大学 侈H�9�b�人称代名詞 傴ﾈ圸vﾘ���

フィリップ �4�8�8ｨ4｢�特別聴講学生 佝y��6I�)[h嶌,ﾂ�尾中夏美 

ヤン �6X4ﾈ5H5��Xｧr�(短期プログラム) �?ｩ¥INHｧ"�

ベンジヤマン �7H8�985��特別聴講学生 �7H8�985夷ｨ/�]xｺﾘ+x.��中里まき子 

ギルベール �7ｸ8ｸ6��ｹ�c9�Xｧr�(短期プログラム) �?ｩgｹ�ﾈ,ﾉ:雍��松岡洋子 

察ショウ翼 �(hﾙ��DｩFy�Xｧr�特別聴講学生 (交換留学) 仍ｸ,亊h+x.�?ｩ(iNHｧ"�松岡洋子 

国際交流センター担当教員が修了発表までのスケジュールを提示し､指導教員の助言

のもとに個別研究を進め､国際交流センター教員が文章の構成および修了発表用資料

作成の指導を行った｡修了発表会では教員､学生との質疑応答や議論が活発に行われ

た｡なお､発表はビデオ録画し､また､論文にまとめて提出させた｡

3.課題

平成19年度以降は国際交流科目｢個別研究｣として単位化され､短期留学生に履修

を奨励した結果､履修者が増加したoこの研究は､学生が岩手大学での半年または1年

間学習したことの総括的な位置づけにあり､今後も積極的に履修を奨励していきたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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平成20年度外国人向け図書館説明会実施報告

1.目的等

国際交流センターでは､岩手大学に入学した外国人留学生のための図書館説明会(ライ

ブラリー･ツアー)を毎学期行っている｡専門の研究や日本語学習を助けるための施設を

紹介することにより､留学生が円滑な研究･学習生活を送ることをねらいとしている｡中

央図書館では毎年4月に各学部の新入生向けライブラリー･ツアーを行っているが､国際

交流センターの説明会ではこの内容に加え､日本語が不十分な留学生に対し､容易な日本

語･英語･中国語で施設の説明を行う｡また留学生用の図書･VCR　について詳しい説明を

与え､文献検索や図書の貸し出し､ VCRの視聴等までを実際に体験する｡さらに､留学生

のみならず岩手大学図書館を利用したい地域在住外国人にも説明を行っている｡

2.期日･場所･参加者

岩手大学中央図書館

前期:平成20年4月9日(水) 13:00-14:00

参加者約20名

後期:平成20年10月7日(火)13:00-14:00

参加者約30名

3.担当者

日本語:中村ちどり

英語:尾中夏美

中国語:崖華月/早川智津子

4.実施内容

(1)図書館1階ロビー･レファレンス等の説明

(2)図書の貸し出し･返却･自動貸出機の使用法

(3)ビデオ･テープの貸し出しと館内での視聴法

(4)積層書庫･電動書庫の説明と電動書架の動かし方

(5) opACによる図書の検索(日本語と英語の操作)

(6)留学生用の国際交流図書の説明と日本語レベルの見方

(7)マルチメディア情報閲覧室､ビジネスコーナー､グループ学習室､新聞･雑誌コーナ

ー等の施設の説明

(8)図書館でのマナー､投書の方法について
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地域日本語教育支援事業報告

1.事業の趣旨

本事業は､岩手大学国際交流センターの中期計画および年度計画に基づき実施す

る地域貢献事業の一環である｡平成20年度は学内の地域連携推進事業経費､および

中島国際交流財団助成金等を活用し､外国出身の子どもや移民的背景を持つ子ども

たちの日本語及び教科学習支援に関わる事業および東北地域の日本語学習支援関

係者の情報交流を目的とし日本語学習支援ネットワーク会議を実施した｡

2.事業内容

2.1子どもの学習支援事業

①いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会総会

く内容>

日　時:2008年7月　2日(木)13:00-14:30

場　所:岩手大学事務局第一会議室

参加者:二戸市教育委員会　学校教育課長　千葉隆

盛同市教育委員会　学校教育課長補佐　大林裕明

(財)岩手県国際交流協会　事務局長　下河原正夫

いわて多文化子どもの教室むつみっこくらぶ代表　村井好子

ゆうの会代表　熱海アイ子

岩手大学教育学部准教授　新妻二男(議長)

岩手大学国際交流センター長　大野置男

岩手大学国際交流センター准教授　松岡洋子

岩手大学国際課　上杉明

内　容‥◎平成19年度いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会関連事

業報告として､学習支援ハンドブック作成､合宿研修､教材整備､

ホームページ作成事業などの実施について報告された｡

◎平成20年度の合宿研修､就学支援ハンドブック作成､学習支援

ハンドブック研修会等事業計画が承認された｡また､協議会として

各事業を後援することが了承された｡

◎意見交換で､以下のとおり検討された｡

･人材バンクの立ち上げを19年度に実施する予定だったが､平成

20年度実施に変更となった｡各地域での人材登録に協力をお

願いしたい｡

･協議会参加機関のそれぞれの財政が厳しい状況だが､必要な事

業は協力して実施できるよう協力をお願いしたい0

･外国出身の子どもが学校教育に参加する際に､情報がまだ不十
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分な点が多く､ホームページや協議会総会等を通じて今後とも参

加機関同士の連携を図っていくべきだ｡

②夏休み多文化子どもの学習会(中島国際交流財団助成事業)

目時:2008年8月　7日(木)10:00-15:00

場所:一関市総合防災センター研修室

内容:学生たちが子どもたちの居住地域に出向き､夏休みの宿題や日本語

学習のサポートを1日行った｡

参加者‥子ども　6名(中国1､ブラジル4､フィリピン1)

留学生　6名(マレーシア3､中国2､韓国1)

日本人学生　8名　　保護者1名　外部講師　2名　引率　1名

計　24名

③多文化子どもの合宿研修08(中島国際交流財団助成事業)

a.県北地区

日時‥2008年11月　29日(土)～30日(日)

場所:岩手県北青少年の家

内容‥合宿形式の研修会で､初日は昼食後から個別学習､百ます計算､夜

はスケート研修､2日目は個別学習を行った｡

参加者:子ども13名(中国)

留学生　4名(中国)　日本人学生　6名

保護者1名　　外部講師　2名　　引率　2名　計28名

b.中央･県南地区

目時:2009年1月11日(日)～12日(月)

場所:岩手山青少年交流の家

内容:二戸地区と同様､合宿形式の研修｡初日は午後から個別学習､百ま

す計算､夜は交流会､2日目は個別学習､折り紙などを行った｡

参加者‥子ども12名(中国6､モンゴル3､ロシア1､ブラジル1､フィリピン1)

留学生　6名(モンゴル1､ロシア1､中国4)　日本人学生　3名

保護者　4名　　外部講師　2名　引率　2名　　計　29名

④学習支援ハンドブック研修会((財)岩手県国際交流協会共催事業)

日時:2008年8月1日(金)-2日(土)

場所:岩手県国際交流センター(アイ-ナ)研修室
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内容:2007　年度に作成した『多文化子どもの学習支援-ンドブック』の使

い方について概説するとともに､現場で活動する参加者同士で検討

し､改訂作業を行った｡

⑤就学支援ハンドブック作成((財)岩手県国際交流協会主催事業)

期間:2008年10月-2009年3月

内容:外国から岩手に転入し､子どもが岩手の学校に就学する際に必要と

なる情報を目､英､中､韓､ポルトガル､フイリピノの各言語でハンド

ブックに整理した｡

<成果と課題>

昨年度設置された｢いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会｣の事業として､上記

の事業を実施した｡協議会には資金的基盤がないため､岩手大学､ (財)岩手県国際

交流協会が各種助成金を活用して事業を展開した｡今後､助成金活用による事業の

継続は困難が予想される｡ハンドブック等の情報､素材については整備が進めば当分､

経費は不要であるが､合宿研修等､直接子どもの学習支援を行う活動については､財

政的基盤がないと継続が困難である｡各関係機関が連携し､財政的課題を解決するべ

きである｡

2.2　日本語学習支援情報交流事業

◎日本語学習支援ネットワーク会議08in AKITA

目時:2008年12月13　日(土) 10:00-16:30

場所:秋田大学教育文化学部

参加者:80名

内容:【午前】パネルディスカッション｢定住外国人と日本語学習支援｣

【午後】分科会(1)子どもの学習支援一日本語学習と教科学習

(2)行政､大学の役割

(3)日本語教室の運営

全体統括

<成果と課題>

平成17年度より始まった｢日本語学習支援ネットワーク会議｣は､岩手大､東北大､

山形大､秋田大と東北の国立大学のネットワークを活用し､地域の日本語学習支援に

関する関係者､関係機関の情報交流が行われてきた｡大学が本事業を主催することに

より､行政､民間をつなぐ役割を果たすことができたことが成果である｡来年度は福島大

学を会場に開催が予定されているが､継続するための財政的基盤が必要である｡

(文責:松岡洋子)
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平成20年度岩手大学uuRRプロジェクト報告

1. UURRプロジェクトチーム

大野　異男

堀江　　　暗

薮　　敏裕

新妻　二男

平原　英俊

書松木　章

小野寺　純治

対馬　正秋

早川　智津子

鈴木　-寿

上杉　　　明

雀　　　華月

石沢　　友紀

プロジェクトリーダー　副学長･国際交流センター長

顧問　工学部客員教授

教育学部教授

教育学部准教授

工学部准教授

農学部教授

地域連携推進センター教授

地域連携推進センター教授･技術移転マネージャー

国際交流センター准教授

研究交流部研究協力課副課長

研究交流部国際課副課長

研究交流部国際課外国語専門職員

研究交流部国際課主任

2. UURRプロジェクトの趣旨

成長著しい中国においては､産学連携が経済発展の一翼を担っている｡他方､日本の産業界

は市場の将来性を展望し､改めて中国への技術･資本の進出を開始しようとしている｡

本学では､学長特命プロジェクトとして､平成15年度より､これまでの学術交流及び地域連携の

成果を踏まえ､国際的な大学間ネットワークを活用した地域企業の国境を越えたビジネス･チャンス

の場を造り出し､地域経済の発展に寄与するための事業(University and University+Region and

Region-大学･大学と地域･地域の連携事業:UURRプロジェクト)を推進してきたところである｡

3.平成20年度におけるUURR事業

3.1大連理工大学とのUURR事業

(1)ジェトロR汀事業採択までの経緯

岩手大学は､大連理工大学との学術交流協定(平成17年5月23日締結)に基づき､平成18

年4月に大連理工大学内に両大学共同出資の｢大連理工大学･岩手大学国際連携･技術移転セ

ンター｣ (以下､ ｢センター｣と呼ぶ｡ )を開設した｡

また､本事業推進のため､岩手大学内において､ ｢岩手大学･大連理工大学国際連携･技術移

転室｣ (以下､ ｢技術移転室｣と呼ぶ｡ )を設置し､センターの運営及び事業に係る事項について両

大学で協議のうえ､国際的な産学連携､学術交流､学生交流等の連携事業を推進している｡
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このような本学と大連理工大学とのUURR事業の取組みが評価され､平成19年2月に､日本貿

易振興機構(ジェトロ)のLocaltoLocal産業交流事業(事前調査案件)(以下､ ｢LL事業｣と呼ぶ｡ )

に採択された｡これを受け､同年3月には､本学関係者及び岩手　UURRものづくり産業連携推進

協議会(症)の企業関係者からなる訪問団を中国遼寧省大連市に派遣し､大連理工大学において

開催された｢大連理工大学･岩手大学国際科学技術協力交流会｣に出席するなど､研究者交流

及び両地域の企業間交流を行った｡

以上のような平成18年度に行ったLL事業のもとでの活動および大連理工大学とのUURRの取

組みが評価され､平成19年度に､従来のLL事業を発展させたジェトロの新たな｢地域間交流支

揺(Regional industry Tie-Up Program: RIT)事業｣ (以下､ RIT事業)に､ ｢岩手地域一中国大連

地域(ものづくり基盤技術)｣案件(岩手大学と大連理工大学のコーディネートのもと県内企業の国

境を超えたビジネス･チャンス創造を推進するプロジェクト｡以下､ ｢岩手UURRプロジェクト｣と呼ぶ｡ )

が採択され､大連-のミッション派遣及び｢第1回大連理工大学･岩手大学国際科学技術･産

業交流会(RIT事業･UURRプロジェクト)｣の開催､大連地域の有力企業の岩手招聴､本学

研究者等による大連出張調査などを実施した｡

さらに､平成20年度も19年度に引き続きR汀事

業に採択された｡本件採択により､本学と大連理工

大学とのUURR事業はジェトロの支援も得て､より一

層の展開が図られてきている｡とくに､ 20年度にお

いては､大連と岩手との持続的な連携関係を構築

するため､企業間連携に大学や地方政府を巻き込

んだ取組を実施することができた｡特に､日本の大

学と中国企業との連携に加え､中国の大学と日本

の企業との連携も視野に入ってきたことは画期的な 大連理工大学とのUURR事業のイメージ 

ことであったと考える｡

なお､ R汀事業については､ジェトロより今年度の活動が評価され､平成21年度も金型技術につ

いて継続されることが決定した｡

(托)岩手ULTRRものづくり産業連携推進協議会:岩手UURRプロジェクトを推進することを目的に､岩

手大学のほか､現在､県内企業等14社､岩手県､岩手県工業技術センターが参加している｡本学の大

野異男副学長が会長を務め､技術移転重が事務局を担当しているo

以下､平成20年度における大連理工大学とのUURR事業について述べる｡なお､文中の<RIT

事業>は､ジェトロRIT事業の支援を受けたUURR事業を示している｡
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(2)岩手大学の技術成果の中国企業への移転

① 2008年11月11日､堀江客員教授の鋳造技術｢片状黒鉛鋳鉄の高強度化に関する技術｣に

ついて､岩手大学･大連理工大学･大連四達鋳造有限公司の3者間でノウ-ウライセンス及び共

同開発契約を締結した｡

(塾2008年11月11日､千葉則茂教授のIT技術｢自然現象に関するリアルタイムアニメーション技

術｣に関連し､岩手大学･大連理工大学･大連泰康科技有限公司の3者間で共同開発に関する秘

密保持契約を締結した｡

(3)両大学の研究者交流及び共同研究の推進

① 2008年4月22日～25日､大連理工大学化工学院電気化学工程研究室主任の劉貴昌副教

授と施志聡副教授が岩手大学工学部を訪問し､熊谷直昭教授､宇井幸一准教授と学術交流及

び学生交流等について協議した｡

② 2008年11月11日､岩手大学の専門家11人(山形大学2名含む)は大連理工大学を訪問し､

大連理工大学ソフトウェア学院､材料学院の専門家と交流を行った｡また､ソフトウェア開発におけ

る交流事業について双方が合意した｡

(4)両大学共同の日中両国政府-の国際科学技術連携プロジェクトの申請

2008年10月　8　日､センターは国際協力プラットフォーム建設のため､大連市外国専門家局に

｢2009年度大連市国外智恵導入プロジェクトに関する計画｣を提出した(申請額36万元)｡
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(5)大連ミッション･調査団等の派遣

① 2008年8月4日～10日､岩手大学の堀江暗客員教授ほか2名が大連を訪問し､大連四達

鋳造有限公司との今後の協力について協議を行った｡同時に､大連金河鋳造有限公司とも技術

移転の可能性について協議を行った｡

② 2008月11月9日～11月14日､本学及び産官学関係者26名(山形大学2名含む)から

なる大連ミッションを派遣した｡訪

問期間中､大連四達鋳造有限公司､

大連金沢特鋳有限公司､大連金州東

方鋳鋼廠､大連模具(金型)工業園弁

公室､大連泰和沖圧有限公司､共立

精機(大連)有限公司､大連高新技術

産業園区､大連華暢電子通信技術有

限公司等を視察し､大連市政府及び

大連企業との連携を推進した｡

③ 2008年12月及び2009年2月の2

回にわたって株式会社ゴーイング･ドッ

トコム本埠孝佳代表取締役社長が大

連理工大学ソフトウェア学院を訪問し､

大連理工大学ソフトウェア学院の専門

家とソフトウェア開発事業について具体

的な協議を行った｡

(6)学生交流の実施

2008年11月11日､岩手大学工学

部が大連理工大学化工学院との学生

交流に関する覚書を締結した(2009年

4月､工学部は大連理工大学からの学

生2名を受入れ予定)｡

岩手日報　2009年11月19日

鋳造技術のノウハウライセンス.共同開発契約

L Fi≠

i

p■∴_

-　T..

-　　　一･

J　㌻

(7)大連理工大学とのUURR交流会の実施

2008年11月11日､大連理工大学国際会議センターにて｢第2回大連理工大学･岩手大

学国際科学技術･産業交流会(RIT事業･UURRプロジェクト)｣を開催した｡同交流会に

おいて､上記(2)の① ･ ②の2契約､上記(6)の学生交流に関する覚書が締結された｡
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(8)大連地域の有力企業等の岩手招碑

RIT事業の一環として､以下の大連地域の有力企業及び専門家を岩手に招聴し､岩手大学及

び岩手地域企業等の間で交流を行った｡

① 2008年9月23日～9月27日､大連泰康科技有限公司　戴維社長を招聴し､岩手大学との

共同研究についての具体的な話し合いを行った｡

(a 2008年10月26日～10月29日､大連四達鋳造有限公司　劉宏偉社長を招蒋し､岩手大学

堀江客員教授との協議､奥州市及び同市の鋳造企業等との交流を行った｡

③　2009年2月15日～2月21日､大連模具(金型)協会徐林秘書長､大連経済技術開発区経

済貿易局大連模具工業国弁公室　孫力生副主任を招聴し､岩手大学及び北上市の金型企業等

との交流を行った｡

(9) UURRt大連ミッション派遣報告会開催

2009年2月17日､岩手大学(図書館生涯学習･多目的学習室)において､ ｢UURR･大連ミッショ

ン派遣報告会｣を行い､第一部｢UURR報告会｣において､大野異男副学長･プロジェクトリーダー

が過去5年間のUURR事業を総括する報告を行った｡第二部｢大連ミッション報告｣において､大

連開発区日本事務所王新所長及び上記(8)③で招聴中の大連の金型専門家等による基調講演

及び大連ミッション参加者による報告を行った｡

(10)大規模商談会への参加

本学は､センターを活用し､大連理工大学と共同して中国等での展示･商談会に参加している｡

センタースタッフ及び本学教職員らが以下の商談会に参加し､岩手大学の技術の展示を行った｡

① 2008年4月22日～24日､柳州市政府主催で､柳州市博物館で行われた｢2008年重点大学

科学技術成果紹介商談会｣に参加した｡柳州市企業のニーズに合った産業化可能な技術成果を

紹介した｡

② 2008年5月18日､常州市科教パークで開催された｢2008年中国常州先進製造技術成果展

示商談会｣に参加し､常州市の600近くの企業とマッチング商談を行った｡同商談会で､ ｢大連理

工大学常州研究院｣に関する協定が締結された｡同協定に基づき､センターは岩手の技術成果を

常州市で紹介し､大連理工大学研究院のプラットフォームを利用して､大連理工大学一岩手一常州

の連携を推進していく｡

③2008年6月18日～20日､大阪(INTEX大阪)において｢2008日中韓産業交流会(大阪)｣が

開催され､岩手大学･大連理工大学･韓国国立-ンバット大学校の3大学共同ブースを設置し3大

学の研究シーズの紹介を行った｡

④ 2008年9月5日､センターは大連世界博覧広場で開催された｢2008年中国国際特許技術と
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製品交易会｣に参加し､技術成果を宣伝し､企業とのマッチングを図った｡

⑤ 2008年9月19日､同センターは常州市武進区人民政府主催の｢2008年武進科技経済貿易

商談会｣に参加し､同センターの国際連携プロジェクトの常州市-の展開を推進した｡

⑥ 2008年10月28日､合肥市国際会議展示センターで開催された｢2008年中国(合肥)自主創

新要素マッチング会｣に参加し､センター及び技術成果を紹介した｡

(ll)その他

2008年9月4日､岩手大学藤井克己学長をはじめとする訪問団が大連理工大学を訪問し､両

大学の連携について協議した｡

なお､2009年2月18日､岩手県黒沢尻工業高等学校の生徒･教員の大連理工大学機械学院

国家級研修センターの見学に関連し､支援を行った｡

4. UURRの将来展望

上述のとおり､平成20年度におけるUURRプロジェクトは中国の大学である大連理工大

学との交流を中心に行われた｡その間､他大学においても､本プロジェクトに対し関心が

示されており､以下紹介する｡

4.1韓国国立ハンバット大学校を交えた日中韓3大学の連携可能性の模索

(1)日中韓3大学等参加の｢UURR国際産学官連携セミナー｣の開催

前述のとおり､2008年6月18日～20日大阪(INTEX大阪)において｢2008日中韓産業交流会

(大阪)｣が開催され､岩手大学･大連理工大学･韓国国立ハンバット大学校の3大学共同ブースを

設置し3大学の研究シーズの紹介を行った｡

これに合わせて､6月　21日岩手大学内の盛岡市産学官研究センター(コラボMIU)において､

｢UURR国際産学官連携セミナー｣を開催し､岩手大学(発表者:大野副学長)､大連理工大学

(李俊傑校長助理)､韓国国立ハンバット大学校(具本及産学協力団長)の日中韓3か国3大学

及び､岩手ネットワークシステム(大石好行運営委員長)､韓国大田(テジョン)テクノパーク(李鎮

玉院長)､韓国江原道人間生命RIS研究会(国立江原大学校鄭聖勲教授･江原道発展研究員金

石中博士)がそれぞれの産学官連携の取組みについて発表した｡

なお､2008年10月10　日､韓国大田広域市において開催された､世界科学技術都市会議

(WTA)の｢第5回学長フォーラム｣ (ホスト校:韓国国立ハンバット大学校)に､岩手大学藤井克己

学長が出席し､岩手大学の法人化後の取組みについての講演を行った｡その際､同フォーラムに

参加していた大連理工大学李俊傑校長助理より､ 2009年5月に大連理工大学において｢日中韓

3大学国際産学官連携セミナー｣を開催したい旨の表明がなされた｡

(早川智津子　国際交流センター)

-44-



短期留学プログラムによる受け入れ･派遣

1.受け入れ

米国の協定大学から昨年度10月から短期留学プログラムによる学生を2名受け入れた｡日本語科目

と日本事情(多文化共生)以外は英語による開講科目であり､日本人や他の留学生との共修科目であ

る｡ S.Y.は家庭の事情でプログラム半ばの5月に帰国した｡

表1.交換学生の国際交流科目履修状況

P.Y. �2蜥��

(滞在期間:2007年10月～ 忠�胃ﾘｯｨｭC｣#��yD���ﾈ����

2008年9月) �#��吋綛ﾈ竰�

前 期 履 修 料 目 �(hｸ�?ｩgｸﾎ｣�ﾞﾉ[b�中級日本語1作文 

中級日本語2総合 �(hｸ�?ｩgｸﾎ｣)�ﾘﾘr�

中級日本語1読解 �(hｸ�?ｩgｸﾎ｣�<x���

中級日本語2読解.作文 �(hｸ�?ｩgｸﾎ｣)<x��鞐ﾉ[b�

文系日本語 兌hﾆ�?ｩgｸﾎ｢�

理系日本語 凉ﾘﾆ�?ｩgｸﾎ｢�

プリンギング.イツトオ-ル. �7h8ｨ984ﾘ984�48686x4��ｸ8ｲ��

バック.ホーム-1960年代 �6�6(4粨7ｨ�ｸ8�ﾓ�田�D��2�

アメリカの文化革命 �4�8�8ｨ4ｨ,ﾉ[h嶌ｧikﾒ�

戦後日本経済におけるジ工ン ��ﾘﾎ9?ｩgｸﾆ��,�*�*�.�5x4x92�

ダーの諸相 �5��ｸ,ﾈ��｢�

多文化コミュニケーションA ��ﾙ[h嶌5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x94��

個別研究 �.�*H耳,(,ﾈﾙ�｣��3�D��8,ﾂ�4�8�8ｨ4ｨ,hﾋｹ�8,ﾉ&��b�

個別研究 

国際交流科目は日本人学生も履修が可能なため､リストに載っている授業はすべて開講していること

になっているが､現実問題として開講科目としてリストに載り履修希望が出ていた科目が､教員の異動

や開講授業の組織改編などの理由から開講をキャンセルする例が数件あった｡また､国際交流科目を

運営する基盤となる委員会が末だ立ち上がっていないことが安定した運営に大きな支障となっている｡

もともと英語で教える国際交流科目は開講数が多くないため選択の余地がほとんどなくなっている状態

である｡国際交流センターとしての個別対応では対応に限界があるので､教員-のさらなる支援など組
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織的な改善がせまられている｡

2.派遣

今年度は国際交流センターで派遣を担当している全学対象の米国､カナダの協定大学-学生を派

遣することができなかった｡希望者はいたが英語力にかなり不足があったため､面接で不合格を出さざ

るを得なかったのが主な原因である｡

海外での留学や研修の希望者を増やすために､英語力の底上げプログラム､ウェブ上で体験記を随

時公開することによる動機づけの継続､留学体験談を直接聞ける機会の提供､きめ細かな留学相談な

どを通じて派遣できるように今後も努めていきたい｡

(報　告:尾中夏美)
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米国ア-ラム大学サイスプログラム関連事業報告

1. 2008年度サイスプログラム概要

岩手大学では米国インディアナ州にあるア-ラム大学と平成15年8月11日に学術協定を締結し､

2005年度にはさらに学生交流の覚え書きを交わした｡本学はア-ラム大学が毎年盛岡市に学生を派

遣して実施するサイスプログラム(SICE: Studies in Cross-Cultural Education)に対して以下の支援を

行っている｡

(1)サイス学生に対する日本語教育の提供

(2)サイスプログラムの引率教員がサイス参加学生に対して授業を行う教室の提供

今年度のプログラムの概要は以下の通りである｡

受け入れ期間:2007年8月21日(木)～12月4日(木)

参加人数:9名(学生8名+引率教員の夫)

2.日本語教育(担当:松岡洋子)

<スケジュール>

来日後のスケジュールは以下のとおりである｡なお､日本語教育は原則として毎週月曜と木

曜の午前中2コマの授業を行った｡

①　オリエンテーション

②　日本語教育1期:夏期休暇日本語補講

③　日本語教育2期:国際交流科目(前半)

8月21日

8月28日-9月25日(計16コマ)

10月9日一12月　4日(計36コマ)

<内容>

①　夏期休暇日本語補講

日本語プレゼンテーションスキルトレーニング(全員)

*詳細は本年報の｢夏期休暇日本語補講報告｣の項参照のこと0

②　国際交流科目(前半)

【初級後半レベル】初級日本語Ⅲ総合(6名)

【中級前半レベル】中級日本語Ⅰ総合+中級日本語Ⅰ漢字+中級日本語Ⅰ会話(2名)

【中級後半レベル】中級日本語Ⅲ読解+中級日本語Ⅱ読解+多文化コミュニケーション

(1名)

*教材等については本年報の｢日本語特別コース実施報告｣の項参照のことo
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3.ハローパーティーとイングリッシュ･カフェ

岩手大学生とサイス学生との交流の場を提供する目的で､ハローパーティー(ア-ラム大学主催)と

イングリッシュ･カフェ(岩手大学主催)の2度の交流事業を実施した｡内容は表1の通りである｡

ハローパーティーは出会いを主たる目的としているので使用言語に制限がないo一方､イングリッシ

ュ･カフェは少人数で英語での会話が楽しめるように設定し､ "カフェ"のようにお茶とお菓子を食べなが

らのリラックスした雰囲気での交流の場となっている｡サイス学生は岩大生のために全て英語で会話を

することに取り決めている｡

表1.事業内容

事業名 �?ｩ/b�参加人数 

ノヽローノヽー7-イー ���ﾈ纖?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���50名 

イングリッシュ.カフェ ���ﾈ緤?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���30名 

4.学内留学

サイス学生は引率教員の専門分野の講義をア-ラム大学の教育プログラムの一環として英語で受

講する｡岩大生の英語能力向上に資する為岩手大学とサイスプログラム担当者とで協議して､若干名

の日本人岩大生がサイスプログラムの引率教員の講義を聴講できることとなり､岩手大学ではこれを

｢学内留学｣と呼んでいる｡今年度の概要は表2の通りである｡ 2か月前となる6月に学内留学の参加者

募集を行って､参加者希望者が各自の時間割に組み込みやすいように配慮した｡

表2.学内留学概要

開講日程 兌ﾙ�ﾃ�僖繹ﾈ�#�?｢盈ｘ*�.s�(ﾈ紵?｢盈ｙh員Im益ｩ?｣�3｣��ﾓ�c｣���

7一-マ 豫)�饉ﾙvﾘ,ﾈ4��ｸ6r�

受講の形態 �*鞅Y�h,h+X,H�ｼh,伜���+Y%�肩,ﾙDh-�,�*(*ｪI�ﾉ��Uﾘ廁,ﾘ�8*�.薬�

受講条件 偖ﾉZｨ,��ﾎｩ|ﾘ,h�9w�/�tﾈ+x.乂yYI�h-ﾈ+ﾘ,ﾘ���b�

選抜方法 弍9eﾘ�(/���ﾎｩlｩ�ｨ+X��ｫ�kﾈ/��僵"�

今回応募し､受講が許可された学生は人文社会科学部の3年生一人だった｡学内留学に参加して

の満足度が高く､ア-ラム大学の学生と親しくなれたとの感想を残している｡そのほかの感想は以下の

通りである｡この体験を通して参加学生がア-ラム大学の学生との人間関係を築くとともに､英語力の

総合的な向上が実感できた様子が伺える｡
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アンケートの質問と受講生の回答

今回の経験があなたの学習に関してどのような影響を与えましたか?できるだけ具体的に書いて下さ

い｡

今回SⅠCEプログラムの学内留学に参加させていただいて､まず一番に実感することは速い英 

語が聞き取れるようになったことですo最初のうちは､先生の話はもちろんのことクラスメートの 

会話でさえも聞き取れないことが多くて､これからどうなることやらと思いましたが､次第に自分 

でもわかるぐらいリスニング力がアップしたと思います○なので3か月半頑張った甲斐があった 

なあと思いました○ 

日本の授業との違いがあり､形式に合わせていく努力があったと思いますが､どんなところが一番大変

でしたか?

一番大変だったことは授業前にひたすら文献を読むことでした○私にとつては一生分の英文 

を読んだのではないかと思えるくらい多くて､途中で何度かこの学内留学に申し込んだこと 

を後悔しましたが､次第に読み方のコツ?みたいなことがわかってきた気がするので､その 

あとは少し楽に読めるようになってきました○膨大な量の文献を読めたという経験のおかげ 

で､今なら多少の英文なら抵抗なく読めるようになったと思いますo 

あなた自身の英語力は受講期間中にどのように変化しましたか?

上にも述べたとおり､リスニング力が向上したと思いますo海外ドラマを支障なく英語で見られる 

くらいまで成長しました○英語のリズムがわかってきたのかなあと思います○ 

5.英語による特別講義

サイスプログラムの受け入れ期間中に一度､引率教員は岩大の学生に対して専門分野に関連した

特別講義を実施することになっている｡今年度は昨年度に引き続き大学教育センターとの共催事業で

ESD銀河セミナーとして実施した｡日本語に訳されたパワーポイントのスライドを見ながら講師が英語

で講演し､国際交流センター教員が日本語に通訳した｡外部からの聴衆が来て､活発に質問も出され

た｡

表3.特別講義概要

開催日時 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�3�?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���

講演題目 �(4�7ｸ8ｨ5x6ｨ�ｸﾇﾈ��自[h峪4��ﾙvﾉ�ｸ,ﾈ8�6(5ｨ�ｸ5z2�

参加人数 鼎Ykﾂ�
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6.結果と今後の課題

6.1広範な交流

大学における通常の学生交流は1, 2名という極めて少人数の交換学生と彼らと交流できたごくわず

かな日本人学生のみに受益者が限定される傾向にある｡しかし､この事業では短期ではあるがまとまっ

た人数のア-ラム大学の学生が多くの岩大生と交流の機会を持つことにより､本来国際交流に関心の

薄かった､または関心は持っていても交流の機会を自ら作る勇気の持てなかったかなり広範囲の日本

人学生に働きかけることが可能となった｡

6.2英語を使用する機会の提供

外国語として英語を履修する学生は多いが､実際に使用できる機会があまりないためモティベーショ

ンを維持できず､英語学習が構文を暗記し訳読するだけの｢死語化｣する傾向にある｡同年代の米国

大学生との交流を持つことで英語を実際に話す機会を提供することは､異文化理解と語学力維持の

両面から大変有意義と言えよう｡また､海外研修を現実にしている米国大学生に触れることで｢留学｣を

別世界の遠い存在から身近で自ら実施する可能性を持った具体的な存在に変えることができた｡

6.3学内留学の単位付与にかかわる課題

学内留学は授業時間が多く英語で全ての課題をこなしていくので､その学習時間に対して単位を付

与して欲しいという要望がこれまで参加学生から出されていた｡しかし､単位を本学の科目名に振り替

えた場合､米国人学生と同じ授業を英語で受講したという特殊性が目に見える形にならないため､学

生の利益になりにくい側面がある｡そこで､アメリカの大学から評価を受けたという証拠となる成績証明

をア-ラム大学側に出してもらい､岩手大学からも国際交流センターから認定書を日本語で出し､就

職活動等で活用してもらえるように対応した｡

(報　告:尾中夏美)
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ヤングリーダーズ国際合宿研修in MATE

1.プログラム概要

｢ヤングリーダーズ国際研修｣は､いわて高等教育コンソーシアムに所属する学生たちと､海外学術協定校

など､海外の大学に所属する学生たちが､共同作業やフィールドワークなどを通じてグローバルなコミュニケー

ション能力を高め､多文化理解等に関する実践的な教育の場を提供する研修である｡ 2008年度｢ヤングリーダ

ーズ国際研修｣では､タイ､韓国､中国のアジア3カ国から学生と引率教員を合計17名招-いし､岩手大学､盛

岡大学の学生1 1名とともに､ ｢食と持続可能な社会｣をテーマに､持続可能な社会構築に向けた学生たちの役

割について体験を通じて考えさせた｡

2.実施内容

【期　間】

2009年2月19

【スケジュール】

2月18日(水)

19日(木)

20日(金)

21日(土)

22日(目)

23日(月)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

28日(土)

日(木)～2月28日(土)(全10日間)

オープニングレセプション(市内ホテル)

オリエンテーション､事前課題発表会

シミュレーション:世界の食資源と安全性(国立岩手山青少年交流の家)

討論:食の持続可能性を捉える視点(国立岩手山青少年交流の家)

夕方から海外参加者はホームステイ

海外参加者はホームステイ

夕方参加者合流｡

実地体験のためのオリエンテーション(国立岩手山青少年交流の家)

食と循環型社会体験(森と風のがっこう:葛巻町)

同　上

同　上

振り返り･討論:食の持続可能性についての課題整理(国立岩手山青少年交流の家)

発表準備:持続可能な食生活のためにできること(国立岩手山青少年交流の家)

午前:練習　午後:発表会　クロージングレセプション(岩手大学)

エクスカーション

【参加者】

<交流協定大学等>

韓国:群山大学3名　　明知大学　　3名

中国:寧波大学3名　　曲阜軒障旨大学　2名

タイ:サイアム大学4名

<日本人学生>

岩手大学: 8名　　　盛岡大学3名

<指導､引率教員>

岩手大学2名　　サイアム大学1名　寧波大学1名

【研修内容】

｢食と持続可能な社会｣

事前課題:①自分の食事の成り立ちを調べる｡

(食事の記録写真(3日間分) ､わかる範囲でその食材の産地を見る)

②地元でとれるもので作られた地元の郷土料理を紹介する｡
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研修中課題:各国の食生活調査報告

食と持続可能性の課題発見

｢森と風のがっこう｣ (葛巻町)における食と生活体験

調査体験に基づく研究討論

最終発表

3.成果

参加学生と引率教員全員を対象に､中国語､韓国語､英語､日本語で質問項目を書いたアンケートを実施し

た｡タイの学生には､できるだけ正確なデータを得るために回答はタイ語で記入させた｡参加学生のアンケー

トでは､全員が｢意義の大きい研修だった｣と回答している｡学生が学んだ項目として以下のようなものがあげら

れる｡

◎英語ないし日本語を使った討論を通して､自らの語学力を認識し､単なる語学学習を超えたアカデミッ

クコミュニケーション能力を高める機会となり､また､今後の学習-の動機付けとなった｡

◎外国人､あるいは外国に対する偏見がなくなり､人間として多様な背景の学生同士がコミュニケーション

できることを実感した｡

◎体験と討論を重ね､そこから出たアイデアに対してさらに問いかけを繰り返したことにより､自らが課題

を発見し､その解決に向けた方策を構築するおもしろさを学んだ｡

さらに､成果発表では､学生たちは岩手大学の学生プロジェクト支援事業である｢Let'Sびぎんプロジェク

ト｣にて､子どもを対象とした｢食と持続可能な社会のためにできること｣という教育プログラムを実施するための

企画案を作成した｡この企画では､今回の研修参加学生たちが日本､韓国､中国､タイでそれぞれプロジェクト

を実施し､それをインターネットでつないで意見交換をすることを通じて､子どもたちに｢食｣ ｢持続可能性｣ ｢国

際社会と自分のつながり｣という点を体験的に学ばせるというものである｡海外協定大学の引率教員からも､本

研修に対して高い評価を得ており､また､次年度以降､各国での開催を検討したいというコメントも得た｡今回

の研修が一過性のイベントではなく､継続性のあるもの-発展することが期待される興味深い成果といえよう｡

*本年報の｢多謝兄による問題角材理卿F修の試み｣の項参照｡

(報告:尾中夏美･松岡洋子)
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海外留学支援事業

海外の大学との学生交流や様々な海外研修プログラムについて学生に関心をもってもらう目的で以

下の事業を実施した｡

1.海外留学･研修オリエンテーション

実施日程と参加人数は以下の通りである｡

実施日程:5月21日(水)午後4時30分～午後7時50分

参加人数:30名

前日には大学生協主催のTOEIC体験も催され､この二日間を大学生協との国際教育共催事業と位

置づけた｡オリエンテーションの内容は､表1の通りである｡

表1.プログラム

時間 �>�vR�

16:30-16:45 丶8､��r靆H�8,ﾈ�8ｶ�,hｮ(詹�Xｧx,X,ﾈ辷��ﾉ�x,�,(*(,B�

16:45-18:25 �8ﾘ5h4�ﾏ�ｫyz�r��ﾉ[h��檍怦ｧyYB��

韓国交換留学(全学) 

米国語学研修､中国交換留学(農学部) 

カナダ.オーストラリア語学研修(全学) 

国際ボランティアプロジェクト､TOEFLiBTについて 

カナダ.米国交換留学(全学) 

オーストラリア語学研修(工学部) 

米国､カナダ交換留学(全学) 

19:10- 丶8､��r靆H�9�ﾈﾋ��(,�.h.��ﾈﾋ�&ｲ�7H8�985Κ7ｸ8ｸ6��ｹ�c9�Xｧxﾏ�ｫyz��

学､カナダ:セント.メアリーズ大学交換留学) 

19:40-19:50 俯�陌�9ｪH4�985��ｸ6xｴﾉ?ﾂ�

19:50 做几��

2.留学説明会

全学対象の交換留学申請のための説明会を以下のように実施した｡

日程:10月9日(火)

対象となるプログラム: (米国)テキサス大学オースチン校､ア-ラム大学

(カナダ)セント･メアリーズ大学
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申請の締め切りは10月31日とした｡今年度4名の申込があった｡面接審査の結果､来年秋学期から1

名を協定大学に推薦することとした｡

3.個別留学相談

個別留学相談は学生それぞれの授業時間と重なる場合があるので､不定期に実施している｡相談受

付のポスターは常時掲示しているので､希望者は国際課を通すか直接メールで相談時間の予約を入

れてくる｡

相談内容は語学研修､交換留学と多岐に渡るが､学生側の情幸糾文集不足がかなり見られる｡人生設

計や将来の希望職種などについても話を聞きながら相談に応じている｡また､高い語学力を求められる

留学に関しては､準備方法などについても助言している｡

表2.相談者所属別留学相談のべ件数

年 �2008年度 劔劔劔年度合計 

月 �4 迭�6 途�8 湯�10 免ﾂ�12 ���2 �2�

入社 ��D�� ���6 �2� �� ��1 �� ���12 

2年 �"� �"� �� �"� ���2 �� 湯�

3年 ��� �� �� �� ��� �� �"�

4年 ��� �� �� �"� �� �� �2�

院 �� �� �� �� �� �� ���

教育 ��D�� �� ��� �� �� ��� ���3 

2年 ���2 �� �� �� �"�1 �� 澱�

3年 �� �� �� �� �� �� ���

4年 �� ��� ��� �� �� �� �"�

院 �� �� �� �� ��1 �� ���

工学部 ��D�� �� �� �� �� �� ��0 

2年 �� �� �� �� �� �� ���

3年 ��� ��� �� ��1 �� �� �2�

4年 �� �� �� ���1 �� �� �"�

院 ��� �� �� �� �� �� ���

農学部 ��D�� ��1 �� ��1 �� ��1 ��3 

2年 �� �� �� �� �� �� ���

3年 �� ��� �� �� �� �� ���

4年 �� �� �� �� �� �� ���

院 �� �� �� �� �� �� ���

合計 ��7 �2�12 釘�1 ���6 �"�5 迭�1 �"�48 
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表3.相談内容別件数

研究

大学院進学

語学研修

インターンシップ

ワーキングホリデー

国際ボランティア

交換留学

その他

口相談件数 
i 弓 ≡ 蔓 蔓 ≡ ミ ≡ 妻 ; 書 き 蔓 蔓 ≦ ∃ i 

i 

l I I �� �� 

[一 

0 1 h　　　も　　　も　　ヽQ　　ヽ1　　小　　ヽも　　ヽも

4.国際ボランティア等参加者支援事業

4.1主旨

昨年度岩手大学創立50周年記念事業実行委員会奨学金を運用して国際交流事業を行うことになり､

当事業をスタートさせた｡この事業ではCfEEが募集する国際ボランティアプロジェクトおよび国際エコボ

ランティアプロジェクト参加者5名程度に1人当たり6万円の支援を行うことで､国際的活動に関心を持っ

きっかけ作りをしようとするものである｡

5.2事業の経過

昨年度中に26名の候補者全員を面接し､ 5名に奨学金を提供した｡奨学金から漏れた学生のうち､

10名は自費で参加した｡今年本学の国際ボランティア参加者数は全国国立大学で1位になった｡参加

学生には帰国後アンケート調査を実施したが､回答を寄せた学生全員が他の学生に｢ぜひ参加すべき

だと勧める｣または｢参加した方が良い｣のいずれかを選択したことからも､体験の充実がうかがえる｡

5.3国際週間での体験発表

奨学金を付与された5名の学生を中心に､さらに参加者の裾野を広げることを目的に学生センター1

階のラウンジにおいてパネル展示を期間中常設し､より多くの学生の目に付くように昼食持込ができる

会場設営をして､体験発表会を実施した｡

日程=11月4日(火)～7日(金)体験発表は12:10-12‥40 (各20分間)

体験発表: 4日(火)フランス　　　　5日(水)オーストラリア､スロバキア

6日(木)トルコ､フランス　7日(金)デンマーク､ベトナム

(報　告:尾中夏美)
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海外派遣のための語学支援

1.スーパーイングリッシュ､ステップ･アップ･イングリッシュ

1.1事業内容

これまで留学準備コースとしてスーパー･イングリッシュを実施してきたが､受講資格を満たしている参加者で

あっても英語基礎力が予想以上に低いため､今年度よりスーパー･イングリッシュの前段階として基礎力をつけ

るステップ･アップイングリッシュを新たに立ち上げた｡

スーパー･イングリッシュは留学準備のための英語集中コースとして位置づけ､大学の教室を使用するが大

学のカリキュラムには組み込まれていない｡短期間での効果を上げるために受講資格を設けた｡概要は以下
の通りである｡

開講期間(11週間):前期　4月14日～7月11日､後期10月1日～12月22日

受講料:無料
ステップ･アップ･イングリッシュ(SUE)

授業時間:月､水の18時20分～19時50分

受講資格(前期):①海外-の留学･インターンシップをめざし､修了後はSuper EngHshの受講を希望する

者｡ ②TOEFLiBTの受験を予定している者｡ (丑と②のどちらかに該当する者で､課題をこなし､

欠席せずに積極的に受講する意欲があると認められる者｡

受講資格(後期) :(D将来海外-の留学･インターンシップ､研修をめざし､修了後はスーパー･イングリッ

シュの受講を希望する者｡ (acASECを受験し700点以上のスコアを出せた者｡ ①②の両方

の条件を満たす希望者から優先的に受講を認める｡余席がある場合には②のみの条件で申

し込み順で認める場合がある｡

募集定員:12名

スーパー･イングリッシュ(SE)

授業時間:水､金の18時20分～19時50分

受講資格:①以前にスーパー･イングリッシュを受講したことがあり積極参加が認められた者｡ ②ステップ･

アップ･イングリッシュの修了者｡ ①と②どちらかに該当する者で､課題をこなし､欠席せずに

積極的に受講する意欲があると認められる者｡

募集定員:5名

スーパー･イングリッシュは継続して同じ外部講師､ステップ･アップ･イングリッシュは学内非常勤講師が担当

した｡いずれも英語を母国語とする英語教育の専門教員で､英語圏で実施されているESLプログラムに準じた

構成である｡授業は全て英語のみで実施した｡前期はステップ･アップ･イングリッシュの参加資格に英語力の

条件をつけなかったが､参加者間の英語能力に大きな開きができた結果､講師が能力の低い参加者-の対

応に労力を取られ､他の受講者から不満が出されたため､後期は学内で誰でも無料で受験できるオンライン英

語能力判定試験cASECを活用して､参加条件に一定の英語水準を追加したo

受講者数は表1の通りである｡

表1.受講者数
2008年度前期 劔�#��吋�7夷8ｯ｢�

SUE 傀ｩ�隗yYB�入社 仆8屍�工学 僞�r�合計 �?ﾈ���教育 儘逢r�農学 侈y�R�合計 

人数 �"�3 ���6 ��"�1 �2�0 ���1 迭�

SE 傀ｩ�隗yYB�入社 仆8屍�工学 僞�r�合計 �?ﾈ���教育 儘逢r�農学 侈y�R�合計 

人数 �"�1 ���0 釘�2 ���2 ���0 迭�

今年後期からいわて5大学コンソーシアムのメンバー大学である県立大学の学生が参加した｡

ステップ･アップ･イングリッシュは単なる英語の課外授業となることを避け､一定以上の英語力がすでにある

参加者を対象とするため､後期からCASECを課すことにした｡そのため､期日までに所定のスコアを出すこと

ができず参加者が5名に減少したものと見られる｡ステップ･アップ･イングリッシュのレベルを作ったことで､スー

パーイングリッシュではハードルが高すぎる学生対象に基礎練習が可能となった｡このレベルでしっかりとした
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学習態度と能力を示せた学生が､講師より推薦を受けてスーパー･イングリッシュの受講資格を得ることになる｡

1.2課題と今後の取り組み

ステップ･アップ･イングリッシュ担当の講師が1年で変わることになったので､ステップ･アップ･イングリッシュと

スーパー･イングリッシュがうまくリンクして機能できるシステムをできるだけ早い段階で作り上げることが重要で

ある｡

2.リーディング･マラソン

2.1事業内容

リーディング･マラソンは難易度によって6レベルに分けられた読み物をそれぞれ最低400ページずつ読破し

ていき､ 1年間で6レベルの読み物を読み終えるというプログラムである｡ 2006年度の開始から3年目を迎えて

徐々に知られるようになり､登録者数も少しずつ伸びてきた｡現在週2回曜日と時間を決めて貸し出し業務をし

ている｡授業や実験などでどうしても公開貸し出し時間に来られない学生に対しては個別に対応している｡

2008年度の新規登録者数は以下の通りである｡

田.新規登録者数l 

当 毒 

重 き 

毒 

ち ミ 

l 剪� 

卜 ��.｢一.｢｢. �� 板蟯蟯褪褸+��

4月　5月　6月　7月　8月　9月10月11月12月1月　2月　3月

10月の新規登録者数が74名と一気に増えた｡これは一部の英語教員がリーディング･マラソン登録を授業の
一環として取り入れようと試みた結果である｡このような事態を想定していなかったため貸し出し用の本が著しく

不足した｡授業-の取り組みは本事業の主旨とは異なるため､一般の授業-の取り入れはしないように教員に

申し入れた｡このような形で登録した学生は継続率が著しく低いことから､自ら目的意識を持って登録すること
の意義を再確認した｡

2.2課題と今後の取り組み

これまで教員が実施していた貸し出し業務を今年度からは補助職員が貸し出し業務を実施したが､煩雑な作

業が多いため対応にはかなりの労力がかかる｡例えば､貸し出してから半年も返却をせず､督促メールや直接

電話で話してもなかなか返却しないというケースも少しではあるが存在する｡本を紛失してしまったという場合に

は弁償してもらうよう働きかけることも必要となり､このような対応に手間がかかるので､今後効率的かつ持続可

能なシステム作りを工夫していく必要がある｡

3.リス二ング･マラソン

3.1事業内容

昨年度立ち上げたリスニング･マラソンは年間登録者数13名だったが､今年度は周知が広く行えたため､登

録者数が42名に増えた｡以下が新規登録者数の推移である｡
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E3新規登録者数 劔 

≧ ≡ 

i 守 

i E 

ぎ i 

.｢｢】 白�*"�� 堤#�粐�

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月11月12月　1月　2月　3月

3.2課題と今後の取り組み

リーディング･マラソンと同時に登録する学生が多いので､貸出日をそろえることで省力化を図りたい｡教材の

管理や整理の負担が大きいので今後改善していきたい｡

4.英語学習支援のためのホームページ

英語力を付けたいと考えている学生は多いが､具体的にどこから始めればいいかわからず相談に来る学生
がいることから､英語学習支援のためのページを提供している｡ここには聴解､速読練習などができるウェブペ
ージ-のリンクの他､学内で実施される英語学習にかかわるイベントの紹介などもしている｡

写真1.英語学習支援のウェブページ

二･･:.Tr =､ -i場末学4年間,_T潤に英語をモノにしたい人のためL･:.Tl支援/一､十ノ:･です.｡英語を

宇ぷ方法l:;色々ありますが､自_講の目的やL/<'JLノにあ-I,たものを見つけて･:丁だ乱･..

< <英語試食準備用問題集貸し出しについて> >

国際交流七二_/ターで(.Lみち:さF'･._,が.様.j fi蕪譜(I:瀧力根定試験に千やL/ノブできる.よう

に問題集(;r;･貸し出しを2〔l･〕三三年4月から実施します.:.貸し･出IJTる問題集は以下のもの

です.=. ‡乱ノ出しノ期間は2週間で申請すれば延長も可能です.,ぜILト利用しT･=:だ乱･..貸し

出し･.:,ロ場所は学生t:-I/.頁一棟2階国際言鄭亮の教員室です.I.貸し出し希望の方は

C･｢-a♭a臥哨te-u a(= jpまで｢英語問題集貸し出しについて｣という冬イト.l L,をつけてメiL.し

てください.,

TOEFLの間芸塁集

1 The Oftl.:i.ヨl Guide t･:I the帖･･..･r/ TCIEFL iBT 〔CD-ROh･･T711〕

2　ロングマン･/ ■く-フェクト/I hjTOEFL iBT　妃DIRC･MflJ'･

:]　E･≡sential州orlj三. fc.｢- the TC･EFL

TO EICの同左塁集

1折TOEIC TESTi_)J7二IJ,?問題集lCC昭)

2　短期集中講座TLIEIC TESTリ/7二'__/..ク(jコD何〕

:]新TOEICテストまるこ-t標記6rIJO問〔ccイ胡

4　Essenti･Tjl Stti"=- for the TOEIC Te･!.t Listening(CD付〕

英語検定の同左塁集

1真綿準1線圭問題集(cDイ刊
2　真綿2線堂問題集(i:Dl■1)

5.イングリッシュ･DVDうイブラリー

5.1事業内容

米国から購入した英語のDVDをリージョンコード1対応のポータブルDVDプレーヤーを付けて貸し出すとい
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う内容で､好きな映画を英語音声と英語字幕で鑑賞することで､楽しく英語を勉強してもらおうというのがこの事

業のねらいである｡貸し出し期間は1回4日間で､のべ59人が利用した｡以下が今年度の利用実績である｡

25

20

15

10

5

0

4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　10月　11月　12月　1月　　2月　　3月

5.2課題と今後の取り組み

今年度は貸し出し用DVDプレーヤーを3台から7台に増やし､貸し出しも4日間にすることで､自宅に持ち

帰ってビデオを鑑賞したいという要望に応えることができた｡今後はもう少し事業の周知にも力を入れたい｡

6. TOEFLiBT⑧(インターネット版)試験岩手会場の運営(岩手5大学事業)

6.1主旨

英語圏の協定大学-の交換留学を希望する学生はTOEFLスコアの提出が求められるが､ TOEFLiBT⑧の

試験会場が東北には不足していることから､受験希望者は東京まで行くことを強いられ､経済的､身体的負担
が大きい｡そこでいわて5大学の事業の一環として､岩手県立大学と本学国際交流センターが協力して昨年

度から受験地を共催することにした｡本事業は昨年度の国際交流センター外部評価においても､実施が評価

されている｡

6.2事業実績

試験会場として利便性の高い岩手県立大学アイ-ナキャンパスパソコン演習室(20台設置)を使用している｡

いわて5大学の学生の受験状況を把握するために､いわて5大学に在籍する受験者には任意で情報提供を

呼びかけた｡

;i-L;-,-,; -'l:-L-;--,; I-1'=17-:･:. I--1'-=:i_ :-::,_=,,. ll-;-_:_I_ ㌔ TL:---:-:. -i:/,_ -i-I-I-;i,,

6.3課題と今後の取り組み

受験日は土曜日に設置されているため､本事業を担当する大学担当者-の負担が大きい｡また､日程を多く

設定しても必ずしも満席にならず､その中に占めるいわて5大学在籍者の割合がかなり低いことが課題として

挙げられる｡

次年度に向けて､省力化を図るためにニーズの高い日程に絞り､同時にいわて5大学在籍者用の受験枠を

設定して､ 5大学連携の枠内で積極的に本事業を広報すると共に､受験しやすい環境を作っていきたいo
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7.語学学習のための教材の貸し出しサービス

英語能力試験の受験準備のための学習教材の貸し出しサービスを実施した｡特にTOEFL受験用問題集は

大変高額なものが多いので､受験を予定している学生にとっては利用価値が高い｡のべ利用者数は30人で､

以下が貸し出し実績である｡
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国際交流センターの海外向け広報活動報告

1.海外でのPR活動と情報収集の意義

日本の大学-の留学を希望する者の多くは､東京などの大都市圏に留学を希望する｡生活費がか

かるもののアルバイトが地方に比べて豊富にあるし､日本語学校などが集中していることもその要因で

あろう｡しかし､地方大学の実情についての情報不足や偏見なども多分に作用していることが留学フェ

アなどに参加してみて推測される｡知名度が低く偏見を持たれた大学に､熱意ある質の高い留学生が

出願してくれることを期待するのはあまり現実的ではないだろう｡大学についての正確な情報を発信す

るとともに､留学を希望する学生にどのようなニーズがあるのかを把握し､的確に必要な情報を提供す

ることが重要である｡

2.多言語ホームページ-の取り組み

国際交流センターではセンターのホームページ上に多言語のウェブページを載せている｡現在日本

語､英語を含めて10カ国語対応しており､さらに日本語がまだ上級レベルに達しない人向けのやさし

い日本語での対応もある｡

多言語ホームページの更新作業は､基礎データを日本語で作成し､それを元に留学生に各国語-

の翻訳を依頼するという方式で行ってきた｡しかし､多言語対応のウェブページを作成してから時間が

経つとともにサーバー-のアップロード操作など､基礎知識を持たない学生には作業が困難になって

きた｡そこで､今年度作業手順を簡略化できるよう､開発者と相談しながらプログラムの改善を行った｡

その結果､基本操作がワードファイルの作成手順とほぼ同じになったため､今後内容の更新作業がよ

り頻繁に行えるものと期待している｡

多言語ウェブ作成のための管理ページ
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3.日本留学フェア

3.1韓国

韓国で開催されたJASSO(日本学生支援機構)主

催の日本留学フェアは釜山とソウルの二会場で一目

ずつ開催された｡教員1名､事務職員1名で対応し

た｡今年度は韓国出身の本学大学院生に通訳として

来訪者-の対応をしてもらった｡また､本学-の元交

換学生などが数多く応援に来てくれ､本学の魅力を

熱心にPRしてくれた｡

フェアの合間に協定大学である明知大学校を訪問

し､日本語を専攻する学生対象に留学説明会を実施

した｡

日本留学フェア(韓国)概要 

開催日程 乘亥#｣佇緤?｢�7丁H5ﾈ4R�

ル:9月7日(目) 

開催場所 乘亥#ｨｩ亥)5x麌5(987�985b�
ヨンセンター 

ソウル:展示コンベンション 

センター 

フェア全体の来 場着数 乘亥#｣##悼kﾂ�

ソウル:4380名 

岩手大学ブース -の来訪者数 乘亥#｣S冖ﾂ�

ソウル:125名 

来場者の傾向と関心

1.親子での来訪者が多い｡

2.地方であっても国立大学であることに価値を置く｡

3.基本的知識を持った上で来場し､ホームページであらかじめ情報を入手し､本学ブースを最初から

訪問リストに入れている来訪者が増えた｡これは毎年岩手大学が留学フェアに参加している成果と見

られる｡

4.リピーターが増えた｡

3.2タイ

(1)日本留学フェア

教員1名､事務職員1名で参加した｡今回も本学卒

業生で毎年通訳などで手伝ってくれる人に両会場で

通訳をしてもらった｡資料は学科の詳しい内容をタイ

語に翻訳した冊子で準備した｡

(2)協定校等の訪問

チェンマイ大学訪問

日本語教員とリサーチ･国際関係担当学部長代理

と面会し､チェンマイ大学の学生派遣､受け入れプロ

グラムなどの可能性について協議した｡
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日本留学フェア(タイ)概要 

開催日程 �6�4h987ﾘ43｣��ﾈ�#�?｢�

(木)､バンコク:22日(土) 

開催場所 �6�4h987ﾘ43ｨ6�4h987ﾘ42�4��

-キッドホテル 

バンコク:インターコンチネ 

ンタルホテル 

フェア全体の来 場着数 �6�4h987ﾘ43｣Sc洩ﾂ�

バンコク:1710名 

岩手大学ブース -の来訪者数 �6�4h987ﾘ43｣ナkﾂ�

バンコク:72名 



サイアム大学訪問

2月に実施する｢ヤングリーダーズ国際研修inいわて｣プログラム概要の説明と同プログラム-の学

生､教員派遣を依頼した｡

3.3ベトナム

(1)日本留学フェア

岩手大学卒業生がハノイ､ホーチミン両会場におい

てベトナム語で対応してくれた｡

今回のフェアには工学部フロンティアから2名､応用

化学から1名の教員が参加し､工学部系の質問-の

対応を担当してもらえたので､研究面でのきめ細やか

な対応ができた｡

(2)大学訪問

11月17日(月)に工学部教員とともにホーチミン工

科大学を訪問した｡学科間の協定を視野にいれた研

究者交流､学生交流の可能性について協議した｡大

学内の施設の視察も行った｡

日本留学フェア(ベトナム)概要 

開催日程 �6�6ﾘ43｣��ﾈ��Y?｢�7丁B�

ホーチミン:16日(目) 

開催場所 �6�6ﾘ43ｨ8�8ｨ4��6�6ﾘ487ｨ6X8ｲ�ホーチミン:ニューワ-ル 

ドホテル 

来場者数 �6�6ﾘ43｣��ikﾂ�
ホーチミン:1027名 

岩手大学ブース -の来訪者数 �6�6ﾘ43｣Cikﾂ�

ホーチミン:79名 

3.4 NAFSA(米国国際教育学会)

JASSOが用意した日本の大学の集合展示ブースで､本学に割り当てられた時間帯にブースにおい

て説明を行った｡会場では事前申し込みを必要とす

るワークショップ､当日参加の研究発表などが数多く

用意されていて､国際教育関係者の研鉾の場ともな

っていた｡

韓国､米国の協定大学の教職員が展示場で岩手

大学のブースを見つけ､立ち寄ってくれたので､情報

交換ができた｡

日本留学フェア(北米)概要 

開催日程 �#��yD綛ﾈ�#i?｢以笘���

28日(木) 

開催場所 �8�5h986x94D85(987�985h8��

ン.センター 

4.進学説明会

主　催　　独立行政法人　日本学生支援機構(JASSO)

日　時　　6月29日(日) 10時～ 16時

会　場　　サンシャインシティ　文化会館2F展示ホールD

参加者　　早川　智津子　国際交流センター准教授

石沢　友紀　国際課国際企画グループ主任
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参加大学　149　校(私立大学､短期大学を含む)

総入場者数　2030人(H17年1314人､H18年度3039人､H19年度2548人)

岩手大学会場訪問者(記帳者のみ)

外国人学生

①総計:44名(H17年16名､H18年43名､H19年39名)

②国別:中国(19名)､韓国(6名)､マレーシア(10名)､ベトナム(4名)､

モンゴル(2名)､インドネシア(1名)､台湾(1名)､イスラエル(1名)

③学部別:

人文社会科学部( 26名):心理学､人間学､経済学､経営学､

日本文化､英語学など(編入学希望者1名､大学院希望者1名)

教育学部　　( 4名):教育学､日本語教育､工業デザイン､アニメ

工学部　　　( 13名):応用化学､電気電子学､機械学､土木工学､情報工学など

農学部　　　(1名):獣医学

日本語学校等来訪者　総計:4名

主な相談事項

大学概要　　:岩手大学の位置､駅からの距離､周辺環境､就職状況について

入試について　:入試科目､手続きについて

入学割合･ -受験者数に対する合格率

日本語留学試験のボーダーライン

入試に英語成績(TOEFLなど)が必要かどうか

入学願書と共に提出しなければならない必要書類

過去問の取得ができるかどうか

芸術文化課程の実技試験はどんなことをやるのか

面接試験ではどんなことを聞かれるのか

納付金　　　:学費､入学金など

授業料､入学料の額､及び減額､免除について

奨学金について:奨学金の種類と募集人数

生活状況について:生活費､アルバイトの環境

宿舎について:入居状況､家賃など

その他の質問事項:盛岡の気候､地震の影響､東京からの距離など

全体的な感想

1人あたり約15分の説明を必要とするため､ほぼ休みなく説明をおこなった｡
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昨年度同様に今年度もPCを持ち込み､インターネットを使用できる環境を導入した｡イン

ターネットを使用して説明する事は少なかったが､ ｢ガンダイニング｣のネット映像を配信し

たり､国際交流センターの多言語ホームページを紹介することに役立った｡

今年度より､概要説明用のプレゼンテーション資料(パワーポイント)を作成したが､大学

の写真や､研究生の出願手続の説明など､大変役に立った｡

大学の場所や入試のレベルなど基礎的な質問が非常に多かった｡特に日本語留学試験

の得点率に関する質問が多かった｡入試課には具体的な点数等の開示は控えるように

言われているものの､何かしらの説明ができないと苦しい部分があった｡

文系(経済学､経営学)の希望が相変わらず多数を占めたが､例えばベトナム-工学など､

国籍によって興味に特徴があるのが印象的だった｡

残念ながら､岩手大学や盛岡市のことを知らない学生は非常に多い｡しかし､大学が県

庁所在地にあり中心市街地から近いこと､ワンキャンパスであること､植物園など学内の自

然環境が大変豊富であることなどについて､写真や地図等も組み合わせて説明したとこ

ろ､興味を示してくれる学生が多かった｡こうした説明に加えて国立大学の学費の安さ､

アパート等の家賃が安いことなどを併せた説明を行っていくことが､私費留学生にとって

は最も効果的ではないかと感じた｡

(報　告:尾中夏美)
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キャンパスの国際化支援事業報告

1.研修会:英語プレゼンテーション研修

1,1主旨

昨年度に引き続き､要望のある英語プレゼンテーション研修を実施した｡昨年度はプログラムを購入するとい

う形式で実施したが､今年度は本学の非常勤講師との綿密な打ち合わせの元､プログラムを独自に実施した｡

1.2概要

目時:2008年12月19日(金)午後1時～4時30分

2009年1月　7日(水)～9日(金)午前9時～午後4時30分

1月15日(木)午前9時～午後2時30分

場所:情報メディアセンター図書館2階生涯学習･多目的学習室

講師:ギャビン･ヤング(岩手大学非常勤講師)

募集定員:12名

参加者数:4名(内訳:教員2名､大学院生2名)

参加費:無料

経費負担:国際交流センター経費

1.3内容と参加者の評価

研修はすべて英語で行われた｡全ての日程に参加できる参加者が大変少なく､最終日の成果発表では教員

1名､大学院生1名の2名しか発表できなかった｡しかし､最後まで参加した参加者は人数が少ない分個別指

導が受けやすくなったことなどもあり､この研修会の内容に満足している様子であった｡

1.4今後への課題

日程にあたっては参加者拘束時間を前年度より短くすることにより参加しやすく､また時期的な問題も考慮に

入れた｡しかし､このような研修会の開催を求める声があるものの､結果として参加者が2年連続で大幅な定員

割れを起こしている現状を鑑み､今後このような事業を継続するかどうかも含めて検討すべきである｡

2.講演会

今年度は本学大学教育センターとの共催で第27回ESD銀河セミナーの一環として講演会を開催した｡本講

演会は二部構成で実施した｡内容は以下の通りである｡

日程:11月28日(金)

講師:北海道情報大学経営情報学部准教授　有道出入
<第一部>

タイトル: ｢日本人｣とは何だろう-アメリカ系日本人から見た過去･現在･未来

時間:午後2時45分～3時45分

使用言語:日本語
<第二部>

タイトル:What is Internationalization in Twenty-First Century Japan?

時間:午後6時20分～7時50分

使用言語:英語

3.留学生パートナー事業

今年度登録制の留学生パートナー事業を開始した｡留学生パートナーは留学生ラウンジに毎日ボランティア

が交代で待機して留学生の様々な相談に応じるほか､国際交流センターが実施する様々な留学生事業を支

援した｡課題としては､学期始めの繁忙期には需要があるものの､それ以外の時期に活動が停滞してしまうこと

であった｡イベントとして日本料理を一緒に作るといった体験型事業も企画したが､次年度はパートナーの配

置方法も含めて再検討する必要がある｡
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4.国際交流センター事業のPRと国際週間の実施

国際交流センターでは日本人学生､留学生対象に様々なプログラムを実施しているが､その活動の周知が

不十分であった｡そこで､昨年度に引き続き4月に新入生対象に1枚もののチラシを配布した｡

今年度は11月4日(火)から7日(金)を国際週間と位置づけて海外留学支援事業の項目で報告する国際ボ

ランティアプロジェクト参加者による体験発表会を実施した｡

*国際週間の内容の詳細については｢海外留学支援事業｣の項参照｡
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危機管理マニュアル策定の取組み

1.岩手大学の学生の国際交流に係る危機管理マニュアルの策定について

1.1マニュアル策定の趣旨(危機管理の必要性)

本学においては､学生の留学､海外ボランティア､海外インターンシップなどを促進しており､これ

らに意欲をみせる学生が増えてきている｡また､外国からの留学生の数も増えてきており､平成20

年度末現在約200名の留学生が本学に在学している｡

このような本学における国際交流の進展に伴い､国際交流に係る危機管理の重要性は増してい

る｡

マニュアルは､本学として行うべき国際交流に係る危機の予防および危機発生時の対応につい

て策定するものである｡

1.2マニュアル策定の取組み

平成19年度においては､先行事例としての他大学策定のマニュアルおよびその他の研究成果

等を参考にしつつ､国際交流の危機管理に係る項目等の整理を行ったうえで､本学のマニュアル

策定-向けての原案を作成した｡

これをもとに､平成20年度において､国際交流センター長､国際交流センター専任教員及び国

際課職員との間で原案について討議を重ね､修正を行った｡

平成21年度においては､国際交流センター運営委員会に諮り､学内の関係部局等との調整を

行ったうえで､本学のマニュアルを策定する予定である｡また､マニュアル策定後は､これに基づき､

教職員向け･学生向けハンドブックなどツールの整備を順次行っていくことになる｡

2.マニュアル(莱)の内容

2.1マニュアルの対象

マニュアルが対象とする国際交流は､大学の事業として行う①学生の海外派遣および②留学生

の受入れである｡

2.2マニュアルの危機管理の範囲

マニュアル(莱)では､危機管理の範囲を下記表のとおりとした｡

なお､留学生の受入れに関し､危機発生の事後対応(下記表の※で示した部分)については､

基本的には､本学の危機管理についての全学的取決めである｢岩手大学危機対策要項｣およびこ

れに基づく｢岩手大学危機対策マニュアル｣に基づき､本学学生として､一般学生に対するのと同

様の対応が求められる(これについては､マニュアルでは検討の対象としない｡ )｡ただし､留学生

の特性に基づいた対応が必要なこともあるので､マニュアルでは､そのような部分に限って取り上げ

た｡
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秦:マニュアルの危機管理の範囲

危機 倬i���事後 (発生時含む) 

学生の海外派遣 冰ﾉf��対応 

留学生の受入れ 冰ﾉf��対応(※) 

2.3　マニュアルの項目

マニュアル(莱)で取り上げた項目(目次)は､以下のとおりである｡

岩手大学の学生の国際交流に係る危機管理マニュアル(莱)

目　次

岩手大学の学生の国際交流に係る危機管理マニュアルの策定について

1.本マニュアルの対象と範囲

1-1本マニュアルの対象

(1)学生の海外派遣

(2)留学生の受入れ

1-2本マニュアルの危機管理の範囲

Ⅰ学生の海外派遣

1.予防措置

1-1派遣前オリエンテーション等の実施

1-2手続き･連絡体制等

1-3　派遣先大学との連携･協力

2.危機発生時の対応

2-1危機管理の対象となるケース

2-2　基本的対応方針

2-3　ケース別対応

Ⅱ　留学生の受入れ

1.予防措置

ト1受入れオリエンテーション等の実施

1-2　手続き･連絡体制等

1-3　大学が措置する支援｢救援者費用の一部支援｣

2.危機発生時の対応

2-1危機管理の対象となるケース

2-2　基本的対応方針

2-3　ケース別対応
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附属資料

別紙1 :岩手大学における学生の国際交流に係る危機対策本部の体制

別紙2:学生の海外派遣時の危機管理対応

別紙3:留学生に対する危機管理対応

別紙4:事件･事故等発生時の対応

別紙5:海外派遣の実施､中止､延期､継続､途中帰国の基準(ガイドライン)

別紙6:(様式1)留学･研修届

別紙7:(様式2)調査票

別紙8:海外渡航時の派遣先国の安全確認のためのお勧めリンク集

以上

(早川智津子　国際交流センター)
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平成20年度がんちゃん国際フォーラム開催報告

1.がんちゃん国際フォーラム開催趣旨

本講演会は､国際舞台の一線で活躍する有識者の講演を通じ､本学学生がグローバル化

のなかでの地域のあり方を考え､実践する(いわゆる｢Thinkglobally, actlocally｣ )きっか

けとして､国際的なセンスを磨くことを助けることをもって､本学の目指す持続可能な社

会づくりの担い手となる国際理解力のある人材育成に資することを目的としている｡

なお､フォーラム名称に岩手大学のイメージキャラクター｢がんちゃん｣を冠すること

により､学生に親しみを感じてもらうことを狙った｡さらに､がんちゃんの角のように国

際理解に対する知的好奇心のアンテナを高くかかげ､国際的に通用する情報受信力･発信

力を養ってもらいたいという願いを込めている｡

2.開催概要等

2.1講演会概要

･名称:第2回がんちゃん国際フォーラム講演会

･主催:岩手大学国際交流センター

･開催日時:平成21年1月19日(月) 10:30-12:00 (90分) (10:15開場)

･開催場所:岩手大学　図書館　2F　生涯学習･多目的学習室

･講演者:池田勝也　前駐タンザニア特命全権大使

･講演テーマ:　グローバル化のなかの国際理解

｢アフリカと日本一タンザニア駐在で見たアフリカ｣

･対象者:学生､教職員及び一般市民､参加者約80名(定員60名)

(学生を主たるターゲットとし､教職員､一般市民も参加可能とした｡定員に達したた

め､当日は補助席を増やし対応した｡)

2.2 PR及び関係機関への周知等

PRのため､学内に本講演会ポスターを掲示するとともに､学生向けPRチラシを作成

し､関連する分野の教員を通じ学生-の配布を依頼した(ポスター等は学内印刷機で作成

することにより､経費節約に努めた｡)｡また､岩手大学ホームページの｢イベント情報｣

掲載及び報道機関-のプレスリリースを行った｡併せて､県内関係機関(岩手県､岩手県

国際交流協会､県内他大学) -周知を行った｡
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3.実施報告

3.1講演の概要

日本とアフリカの関わりの

歴史､アフリカ開発問題､日本

にとってのアフリカといった諸

点について､講師の大使として

在勤した経験を交えた講演がな

された｡

アフリカの貧困について､

水･竃力不足､エイズやマラリ

アの蔓延､部族紛争などと並ん

でカカオ栽培･エイズ孤児等に

みられる児童の悲惨な状態の例

などが説明された｡この様な状

態に対する世界の対アフリカ援

助の潮流についても説明がなさ

れ､その中での日本の援助の実

態について解説され､日本に対

する期待の高さが紹介された｡

また､エイズ孤児の施設訪問､

を使って紹介された｡さらに､

済謀轡エア東妓淵
からアブ･.1ノJ二･亨ttを

作)i-するに臣熊巴さん

岩手日報2009年1月20日朝

文化交流､援助の調査など､大使館の仕事についても写真

現在の日本アフリカ関係は援助を別にすると細々としたも

のだが､今後のありかたを考える際には､東アジアが経済発展の結果として資源･素材の

供給地から消費地に変わりつつあるので､新たな代替供給地としてのアフリカの可能性を

視野に置く必要があるとされた｡最後に､日本アフリカ関係の歴史もそうであったが､世

界はダイナミックに変化し続けていて､その変化にいかに適応していくかが日本の生き残

りのために重要であり､内向きと云われている日本の若い世代もその動きの中に自ら飛び

込んでほしい､と学生にエールを送った｡

なお､講演会の状況が､地元紙2紙(岩手日報､盛岡タイムス)に掲載された｡

3.2.参加者数及びアンケート回答者

参加者数約80名

アンケート回答者数57名(回収率71.2%)
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3.3アンケート集計結果

(1)参加者属性(回答者57名)　　　　　(2)フォーラムの満足度

回答者のうち､学生はすべて岩手大学生｡　　満足(大変満足+まあ満足)と答えた人

52人(回答者の94.5% (無回答除く))

やや不満*2E)^%
3人　　　4%

(3)フォーラムの参加目的 (4)今後のフォーラムへの参加希望

(5)感想など自由回答(抜粋)

･ (一般)観光案内的な事より今回のような外交事情の話しは大変よかったと思う｡

･ (教員)アフリカのおかれた状況の全体像がよくわかりました｡ありがとうございます｡

･ (学生)アフリカの貧困の深刻さを改めて実感した｡水を手に入れることすら難しいなん

て､日本に住んでいる私には全く想像できません｡先進国のみだけが悪いとか､責任のこ

とばかりに目を向けず､先進国と発展途上国が相互に助け合い､思いやる精神を持たなけ
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れば､解決に向かわないと強く感じました｡

4.所感

今回の講演会は､学生中心に多くの参加を得たうえ､アンケート結果からも明らかなと

おり､大使経験者による講演を通じ､学生の国際理解に対する関心の喚起など､初期の目

的を達成したといえる｡

(早川智津子　国際交流センター)
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北東北国立3大学外国人留学生合同合宿研修会報告

1.実施概要

秋田大学､岩手大学､弘前大学では､留学生教育の連携を図ることを目的とし北東北3大学合同合

宿が平成16年度から行われている｡今年度は第5回目となり､弘前大学を幹事大学として次のような

内容で実施された｡

期　間: 2008年11月1日(土)～11月3日(月･祝)

場　所:　青森県立党珠少年自然の家(青森県五所川原市)

参加大学:秋田大学15名(学生14名　引率1名)

弘前大学15名(学生14名　引率1名)

岩手大学14名(学生13名　引率1名)

計44孝.

2.研修内容

2.1スケジュール

l11月1日(土)l

13:30　　　　　　弘前駅集合-バスで会場-移動

14:00-17:30　　　オリエンテーション･異文化トレーニング

17:40-18:40　　　夕食

19:00-21:00　　　課題発表&グループ分け(スキット作成)

21:00-22:00　　　自由時間(入浴)

ll1月2日(B)I

6:30

7:30-　8:30

9:00-12:00

12:00′-13:00

13:00--17:30

17:40--18:40

19:00～21:00

21:00-22:00

起床･洗面　宿泊室清掃

朝食

課題活動(1)

昼食

課題活動(2)

夕食

発表･振り返り

自由時間(入浴)
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111月3日(月)l

6:30　　　　　　　起床･洗面･宿泊室清掃

7:30-8:30　　　朝食

9:00-10:00　　　アンケート実施･総括

10:30　　　　　　解散

<研修の目的>

昨年度に引き続き､多文化状況におけるコミュニケーションに必要な知識､技能や具体的な課題に

ついて参加者に体験的に学ばせるために合宿研修を実施した｡

2.2合宿の様子

昨年度同様､グループによる共同作業を体験させるため､ ｢勇気｣をテーマにした短いビデオスキッ

ト作りに取り組ませ､ 2　日日夜には成果発表をした｡参加者は途中､アンケートに回答する形で各自の

作業やグループについて内省し､多文化状況でのコミュニケーションに対する各自の技能や態度につ

いて学んだ｡今回は岩手大学からフランス､ロシアの学生が､弘前大学からはルーマニアの学生が参

加し､より広範囲の多文化状況になった｡また､途中､青少年の家の職員によるレクリエーション活動

や散策､体育館でのスポーツの時間もとり､リラックスした交流の場が確保され､ 3大学の学生同士の

交流が広がった｡

3.学生の反応(アンケート結果より)

学生の反応は例年通り､好評であった｡普段は近くにいてもなかなか話す機会のない学生同士でも､

宿泊して長時間一緒にいることによって､関係に変化が現れるようである｡

まず､合宿の期間であるが､ちょうどいいという回答が過半数を占め､さらに､短すぎたと感じた学生

が2割に上った｡時間を共有する楽しさを感じた現れであろう｡宿泊施設は青少年の家を使ったが､規

則が厳しいところもあり､また風呂やベッドについての不満もでていたが､宿泊料金の安さを勘案すれ

ば妥当なものだと判断できるだろう｡研修中､アイスブレークとしての異文化コミュニケーションゲーム､

共同作業としてのビデオスキット作成を行ったがそれについては､いずれも満足度が高く､合宿の成果

は達成されたと考えられる｡感想の中にも､異文化に対する気づきゃ意識の変化､深い話し合いのお

もしろさなどに対するコメントが多く､合宿に対する満足度が高いことが窺えた｡

<アンケート集計結果>

1.合宿研修の長さはどうでしたか｡

ちょうどよかった　　72%

長すぎた　　　　　　7%

短すぎた　　　　　21%
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2.宿泊施設はどうでしたか｡

よかった　　　　　17%

まあまあ　　　　　63%

ほかの施設がいい　20%

3.研修内容はどうでしたか｡

よかった　　　　　　54%

まあまあ　　　　　　39%

ほかの活動がいい　5%

なんでもいい　　　2%

4.異文化コミュニケーションゲームはどうでしたか｡

よかった　　　　　61%

まあまあ　　　　　37%

ほかの活動がいい　2%

5.自由感想

I think it's very happy to have ajoint camp with students from other universities. ljust make many friends all round

the world･ I will rememberthe good time in here during my life.

たくさん友達ができたので､たのしかったです｡

よりたくさんの人たちと交流できたので良かった｡

たくさん話しをしました｡勉強なりました｡

他の大学のことを知れてよかった｡

日本人どうしでもいろいろな出会いがあってよかった

国際的な問題をはなしあったりして､とても面白かったし､手応えがあった｡この企画はとても良いと思う｡

他の国の話しを聞いてよかったです｡秋大には韓国人と中国人しかないので､おもしろかったです｡

lt was pretty nice to have some time with other people from other universjty･･･We can exchange our points of views

about Jjfe. student life.- And it's good to see other foreign students.

たくさん交流できて良かった｡またこのような機会があれば参加したい｡

いいと思う｡

こんな機会はあまりないので参加して良かったと思います｡

とてもよかった｡ほかの国の大学生とのふれあいで異文化に対する認識が深まった｡

楽しかったです｡面白い人と会ったから｡

とても大好きです｡しかし日本語の能力が足りないのでちょっと困っています｡

I one day in camp, lone day outside / walking the mountains and forest. 1mOre sports

出会いって､ステキよね｡

楽しかったです｡

合宿の参加ははじめてでまだよくわかりません｡
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日本人とも外国人とも多く交流できた｡今まで自分が持っていた外国人へのイメージが間違っていることがわかっ

た｡みんないい人だった｡

楽しかった｡

他の国のことばや習慣を学ぶことができた｡

習慣の違いを感じた｡楽しかった｡

いろんな学生と知り合うことができた｡ 3大学合同だったけど､ちがう大学の人という感じはしなかった｡全員と話すま

ではいかなかったけど､充実した3日間だった｡参加してよかった｡

さまざま国の人たちとふれあうことができ､とても楽しかった｡スポーツ､食事そしてビデオ撮影といろいろな活動を通

して親睦が深められた｡来年も是非参加したい｡

色々な人々と出会ってすごく楽しかったです!みんな､違う大学なのでまた会える機会は少ないかもしれないが､遊

びにいくよ!と言いながらそれを楽しみにする､その交流がとても楽しく､思い出になりました｡

It was so nice meeting other people from other schools日had a lot offun knowing w/everyone!ありがとうございま

す

色んな人と触れあえて楽しかったです｡

学校でよりいろいろな人たちと会えてすごくよかったです｡いろいろな国のことを聞くことができました｡

日本の他の大学の情況を知ることができ､そんな大学の雰囲気の中で育てられた学生たちのまじめさ､真剣さを見

ることができて本当によかったです｡

人数が多くてとてもたのしかった｡

おもしろくて楽しい経験でした｡

みんなと仲良くなることができた｡みんな日本語が上手で､自分の外国語の勉強の足りなさがよくわかった｡この合

宿に参加してよかった｡

いろんな人と出会っておもしろかった｡

他の大学の人と知り合うことがほとんどなかったので､新鮮で楽しかったです｡異文化についても留学生とお話をす

ることができてよかったです｡本当に楽しくて楽しくて､この合宿に参加して良かったです｡

とても楽しかったです日　いい経験になりました｡来年も参加したいです｡

はじめは｢どうしたらいいかな～｣という感じだったんだけど､みんなおもしろくていい人でまた親しげにしてくれたので

おもしろくていいい経験だったと思います｡別れたくない～つて感じ丁一丁

4.今後について

単なる交流事業を超えて､研修自体が学びの場として機能しており､参加した学生からは継続の要

望が大きい｡また､他大学からも合同の合宿をしたいという希望が寄せられており､多様な内容で研修

が継続されるべきである｡そのためにも､財政的措置をとるとともに､スタッフの負担についても配慮が

求められる｡

(文責:松岡洋子)
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平成20年度岩手大学留学生実地見学旅行実施報告

1.日　　的:岩手大学に学ぶ留学生に対する教育活動の一環として､我が国の現状を実

際に見学し､留学生の日本に対する視野を広げるとともに､留学生相互の交

流によって今後の学習面及び生活面の充実に寄与することを目的とする｡

2.期　　日:平成20年9月10日(水) ～9月12日(金) (2泊3日)

3.旅行先及び見学場所:栃木県･福島県

宇都宮:宇都宮城祉公園

日光:東照宮･輪王寺､中禅寺湖･華厳の滝､

日光江戸村

会津:塔の-つり､大内宿､飯盛山

1日目　盛同一宇都宮城祉公園-宿泊(鬼怒川温泉)

2日目　ホテル-東照宮･輪王寺-いろは坂-中禅寺湖-

華厳の滝一目光江戸村-ホテル(鬼怒川温泉)

3日目　ホテル-塔の-つり-大内宿-→飯盛山一盛岡

4.参加人員:留学生　29名

内訳)人文社会科学部･研究科　8名

教育学部･研究科　　　　9名

工学部･研究科　　　　　5名

農学部･研究科　　　　　6名

連合農学研究科　　　　　1名

引率　岡崎正道教授･早川智津子准教授･国際課職員八重樫

車中で､岡崎先生により今回の見学先に関する説明を交えて江戸時代の始まりから終わり

までの説明がなされた｡また､各見学地ではガイドによる説明や実際に見学することで理解

を深めた｡参加者に今回の実地見学の感想を聞いたところ､楽しかったという意見が大半を

占め､日本の江戸時代を知るいい機会になったとのことだった｡
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平成20年度岩手大学外国人留学生スキー研修実施報告

1.日　　的:岩手大学に学ぶ外国人留学生が､母国で経験すること少ないスキーを通じ

て､雪国である岩手の冬に親しむ｡更に､留学生相互､並びに教職員との交

流を図り､留学生活の適応と留学生教育の効果を高めることを目的とする｡

2.期　　日:平成21年1月5日(月) ～1月7日(水) (2泊3日)

3.実施･宿泊場所:安比高原スキー場･安比グランドホテル

1日目　盛岡-安比高原スキー場　午後研修

2日目　安比高原スキー場　　　　終日研修

3日目　安比高原スキー場-盛岡　午前研修

4.参加人員:留学生　37名

内訳)人文社会科学部　　　　　7名

教育学部･研究科　　　1 2名

工学部･研究科　　　　1 2名

農学研究科　　　　　　　2名

国際交流センター　　　　4名

引率　早川智津子准教授､国際課職員高田､八重樫

期間中､ 2日目以外は好天に恵まれ､事故等なく､予定通り研修を実施することができた｡

なお､ 2孝.の参加者が都合により2日間のみの参加となった｡また､体力的な問題で2日目

の午後から参加を取りやめ､引率者と研修を見学した者も1名いた｡

研修を実施して気付いた点として､スキー用具収納用ロッカーについて､複数名で1つの

ロッカーを使用させたが､鍵が暗証番号式のため､使用者間で連絡不足により先に研修が終

わった者がロッカーが開けられないという事があった｡また､ホテルの部屋の鍵を持ったま

ま研修に参加し､鍵を紛失した者がいた｡来年度以降は上記の点に注意してオリエンテーシ

ョンを実施する必要があると感じた｡

参加者の半数近くがスキー初体験だったが､感想を聞いたところ､ ｢とても楽しい｣､ ｢もっ

と滑りたい｣という意見が大半を占めた｡また｢新しい友達ができた｣という者もおり､十

分に目的を達成することができた｡
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岩手大学長と岩手大学外国人留学生代表との懇談会記録

(第1回)

日　時:平成20年10月28日(火) 16:00-17:30

場　所:情報メディアセンター(附属図書館) 2階生涯学習･多目的学習室

出席者:藤井克己学長､玉真之介理事･副学長､倉田裕理事･事務局長､大野最男副学長･国際交流
センター長､大塚尚寛副学長

センター運営委員:菅原正和教育学部教授､薮敏裕教育学教授､平原英俊工学部准教授

センター教員:岡崎正道教授(司会)､尾中夏美准教授､松岡洋子准教授､中村ちどり准教授､

早川智津子准教授

事務職員:中島武幸研究交流部長､松井照雄学務部長､国際課職員

外国人留学生会:ティニスタノワ　ジャニル､ムフンジャラガル　バトトール､

マムン　モハマド　アブデュッラアル､ラビア　ママット､

アジズルディン　ビン　ヤアコブ

中国人留学生学友会:李妾喬､韓波､王暁明

次　第: 1.開会(司会)

2.出席者紹介(司会)

3.学長からのことば

4.懇談

5.閉会(大野副学長･国際交流センター長)

テーマ: ｢外国人留学生のよりよい学習環境の構築のために｣

内　容:国際課から外国人留学生の成績不振者に関する情報提供があり､その対策について懇談した｡

授業料免除や国際交流会館･国際学生宿舎の部屋不足､相談窓口の周知不足などの指摘が外国

人留学生からあった｡また､図書館の配架状況で英語専門書が少ないといった意見も出された｡

対応について､その可否を検討すると学長から述べられ閉会した｡

(第2回)

目　時:平成21年3月5日(金) 16:00-17:30

場　所:図書館会議室(図書館1階)

出席者:藤井克己学長､斎藤徳美理事･副学長､高塚龍之理事･副学長､玉真之介理事･副学長､

倉田裕理事･事務局長､中原祥暗監事､大野最男副学長･国際交流センター長､大塚尚寛

副学長､加藤義男教育学部長

センター運営委員:菅原正和教授､薮敏裕教授､平原英俊准教授

センター教員:岡崎正道教授､尾中夏美准教授､松岡洋子准教授､中村ちどり准教授(司会)

事務職員:中島研究交流部長､松井学務部長､国際課職員

外国人留学生:朴　京玉､李　真､李　斌､白　蘭､ムハマッド　アドリジル　イクラム

次　第: 1.開会(司会)

2.出席者紹介(司会)

3.学長からのことば

4.懇談

5.閉会(大野副学長･国際交流センター長)

テーマ: ｢岩手大学-の提言｣

内　容:本年3月に卒業･修了予定の外国人留学生が参加し､懇談した｡まず､学長から前回の懇談会

で出された意見-の対応として､図書館で学部から推薦のあった英語専門書を配架し始めたと

の報告があった｡外国人留学生からの意見として､施設面では建物名の英語表示がないことや

研究室のスペースの不足､国際交流会館の部屋不足があげられた｡また､日本人学生との交流

する場の不足なども意見としてあげられた｡国際交流センター長から今回の意見を参考にする

旨が述べられ閉会した｡
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国際交流セ　ン　タ　ー組織図

○　岩手大学国際交流センター組織図

学　長

国際交流を担当する

理事又は副学長

I

学術推進本部:
l

-■■-■■-■■-■■-■■-■■-■■-∫

国際交流センター 

l国際交流センター長 劔� 

■ l l ■ l l l ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ I ● � 剪�

国際交流センター運営委員会卓 

l国際交流会館l 

国際交流会館運営委員会章 

ll 剪�

○国際企画部門 ��ｸﾙ�ﾝｸｻ8孜YInR�唏��v����

構成専任教員(5名) 兼務教員(9名) 

廟--一一一l----//-- ○学術交流.研究者交流 ○_留学生甲受け入れ.目杢人草隼の留 

研究交流部国際課
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平成2 0年度留学生関連行事
行　　　　　事　　　　　名

27日

6月

7月

2

29日

8月　1日

5

9月　6日

10日

〟

8日

9日

J/

1 6日

1 8日

24日

28日

1 1月　1日

1 5日

20日

26日

12月24日

1月　5日

1 7日

/∫

9日(水)

9日(水)

9日(水)

～30日(金)

～　4日(月)

～9月30日(火)

～　7日(日)

～12日(金)

～19日(目)

～26日(目)

～　3日(月)

～16日(目)

～22日(土)

～1月7日(水)

～　7日(水)

～18日(日)

19日(月)

2月25日(水) ～26日(木)

3月　5日(木)

JJ

12日(木) ～13日(金)

23日(月)

24日(火) ～31日(火)

学年開始､ 2年次以上前期授業開始
4月入学留学生の諸手続き

特別コースプレースメントテスト　&　国際交流科目オリエンテーション

岩手大学入学式

新入生オリエンテーション

外国人留学生オリエンテーション

国際交流会館オリエンテーション

留学生ライブラリーツアー
1年次･編入生授業開始

前期短期留学特別プログラム開講式
日本語研修コース前期授業開始

国際交流科目(日本語)前期授業開始
ステップアップイングリッシュ(7月9日まで)

スーパーイングリッシュ(7月11日まで)

前期外国人留学生チューターオリエンテーション
スーパーチャイニーズ(7月3日まで)

着物着付け体験
海外留学･研修オリエンテーション

日本留学フェア(北米)

開学記念日
2008ガーデンパーティ

外国人学生のための進学説明会(東京)

岩手県留学生交流推進協議会運営委員会及び総会･交流懇談会

盛岡さんさ踊り

日本語･日本文化研修生等修了式

夏季休業

岩手県留学生交流推進協議会岩手県内外国人留学生社会見学
ア-ラム大学SICEプログラム(12月まで)

日本留学フェア(釜山､ソウル)

外国人留学生見学旅行(南東北)

後期授業開始
特別コースプレースメントテスト

後期留学生オリエンテーション

国際交流会館オリエンテーション

短期留学特別プログラム､日本語･日本文化研修コース開講式

日本語研修コース後期授業開始

国際交流科目(日本語)後期授業開始
後期外国人留学生チューターオリエンテーション

岩手県外国人留学生就職支援協議会就職支援講座

不来方祭(オープンキャンパス)

学長と外国人留学生との懇談会

北東北3大学外国人留学生合同合宿研修(青森)
日本留学フェア(ハノイ市､ホーチミン市)

日本留学フェア(チェンマイ､バンコク)

留学生パートナー料理教室

冬季休業

外国人留学生スキー研修(安比高原スキー場)

岩手県外国人留学生就職支援協議会就職支援講座
大学入試センター試験

がんちゃん国際フォーラム

個別学力試験(前期日程)

学長と外国人留学生との懇談会
日本語研修コース･交換留学プログラム修了証書授与及び外国人留学生卒業(修了)

者送別会
個別学力試験(後期日程)

卒業式･修了式

春季休業(3/31まで)
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岩手大学留学生集計表(平成21年3月31日現在)
《種別》
【学部所属】 窒�,ﾘ���,Y>��B�

学部 ��8ｴｹ�b�剌ｬ計 儖��8ｴｹ�b�劔小計 俘xﾇb�学部生 劔研究生 剪� 

国費 ��ﾙWｲ�私費 剄藻� ��ﾙWｲ�私費 倩IN��私費 

人文社会科学書 �� ��"ッ��12(6) �� ���6(2) ��7(2) ��茶ｒ�

教育学部 ��� ������2(1) �� 途コ��10(7) ��17(12) ��茶�2��

工学部 ��19(9) ��bモ��35(17) �� �2���� ��3(1) �3ｃ�ｒ�

農学部 �� 唐コ��8(5) �� 迭�"�� ��5(2) ��2ビ��

EEl際交流センター �� �� �� �� �� ��

合計 ���19(9) �3r�#���57(29) �� ��bモ��16(9) ��32(17) 塔茶Cb��

【大学院所属】

大学院 ��8ｴｹ�b�剌ｬ計 儖��8ｴｹ�b�劔剌ｬ計 俘xﾇb�研究生 剪� �� 

国費 ��ﾙWｲ�私費 剄藻� ��ﾙWｲ�私費 俛�N��私費 倩IN��私費 

6(5) 澱コ�� �� �� �� ��6(5) 

教育学研究科 ������ 唐�2��9(4) �� ��� �� ��1 ���ィ��

丁字研究科(M) ������1 ��rッ��19(7) �� ��� �� ��1 �#�ビ��

工学研究科(D) 迭� ����"��15(2) �� �� �� �� ��R�"��

農学研究科(M) �� 免ﾂコ��ll(5) ��� �� ��?｢�� ��2(1) ��2ッ��

連合農学研究科 ��ｃb�� �#�ヲ��39(15) �� �� �� �� �3茶�R��

国際交流センター �� �� �� �� �� �� ��

合計 �#Rモ��1 都2�3���99(38) ��� �"� ������ ��4(1) ���2�3鋳�

※別科､専攻科については外国人留学生の在籍者がいないため､省略するo 

【国際交流センター所属】

国際交流センター 綿ﾙ�N��倩IN��l合計 
l日本語研修留学生 �?ｩgｸﾎ｢�?ｩgｹ[h嶌ﾊH�9z�y�b�特別聴講学生 

l合計 姪2�2��1 ���l4(4)l 

◆◆留学生総数◆◆
国費 ��ﾙWｳﾒ�私費 俘xﾇb�

正現生 �#bモ��20(9) ����ゴ���156(67) 

非正規生 迭�2�� �3R��ｒ�40(21) 

合計 �3��ﾂ��20(9) ��CRツｒ�196(88) 

〔連合農学研究科配属別内訳〕
(岩手大学16名､他大学配属23名)

国費 ��ﾙWｲ�私費 俘xﾇb�

岩手大学 途ィ�� 湯�2��16(7) 

帯広畜産大 迭���� 迭�2��10(4) 

弘前大学 �2���� 釘����7(2) 

山形大学 �2� �2�"��6(2) 

合計 ��ｃb�� �#�ヲ��39(15) 

21ヶ国196人

阜連合獣医学研究科〕

(国籍別:韓国1､エジプト1

〔連大他大学配属分除いた留学生数〕
174　(81)

(アジア)12カ国180(81)人 劔(アメリカ)4国6(1)人 �(アフリカ)2国5(2)人 �(ヨ-ロツ′{)3カ国5(3)人 

国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�

インドネシア �2�マレーシア �#2�ﾂ��アメリカ �2����シエラレオネ ���ロシア ������

韓国 途�2��モンゴル ��"ヲ��アルゼンチン ���エジプト 釘�"��キルギス ������

タイ �2�"��ネパール �"�ホンジュラス ��� ��フランス �2����

中国 ����ゴ"��パキスタン ������ブラジル ��� �� ��

スリランカ �"� �� �� �� ��

バングラデシュ 唐�"�� �� �� �� ��

フィリピン 釘� �� �� �� ��

ベトナム 釘���� �� �� �� ��
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過去5年間の男女別留学生数(各年5月1日現在)

年度 ��b�17 ����19 �#��

男 ���B�124 ���R�115 �����

女 田2�73 塔2�83 都r�

計 ��sr�197 ��唐�198 ��s��

外国人留学生の推移

経費別留学生数

年度 俛�N��私費 劍ﾇb�
政府派遣 侈yN��その他 

16 鼎2�18 ���116 ��sr�

17 鼎b�22 ���129 ��途�

18 鼎b�18 ���134 ��唐�

19 鼎b�18 ���134 ��唐�

20 �#��20 ���130 ��s��
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外国の大学との交流Academic Cooperation between Universities/Faculties

大学間協定unlVerSities

国名 ��Rt)9冖ﾂ�初締結年月日 偃X,委�zﾉ>�vR�6�FV蹠6�U�6��誚W2�

Country �)｢ﾒ���ﾈu傍�V譌fW'6宥��FirstDateof Agreement 乂x��ﾏ�zﾂ��6�FVﾖ�2�U�6��誚R�学生交流 Student EXchange 

中華人民共和国 仂厩ﾈ蹣Lﾙ�Xｧr��VgT踟&ﾖ�ﾅV譌fW'6宥��2002.9.25 ��ｲ�○ 

北京大学.石河子大学 PekingUniVersity.ShiheziUniVersity �#��2��"絣�(⊃ ��

西北大学 �#��2��"纈�○ ��

People'sRepublicof China 疲�'F�W7EV謨fW'6ﾇG��
大連理工大学 DalianUniVersityofTechnology �#��R絛�#2�○ ��ｲ�

書林農業大学 JilinAgriculturalUniVersity �#��b����2�○ ��ｲ�

寧波大学 NingboUniversity �#��b����#��(⊃ ��ｲ�

大韓民国 RepublicofKorea 冖�&ﾙ�Xｧxﾕ｢�ﾗ柳誚ｦ彪譌fW'6宥��2004.7.13 宙�ﾒ�○ 

国立HANBAT大学校 HanbatNationalUniversity �#��b繹�ｳ#2�○ ��

タイ王国 �5H484�8��Xｧr�2002.7.2 ��ｲ� 

KingdomofThailand �6��ﾕV譌fW'6宥��

ロシア連邦 �5H984�6r�7�6X8ｸ7X8ｸ4��zy[h嶌ﾇﾈ���Xｧr�2000.3.28 宙�ﾒ�(⊃ 

RussianFederation �7B��WFW'6'W&u7B��FT�6�FVﾗ柳d7VﾇGW&R�

アメリカ合衆国 LnitedStatesof �4��ｸ6�99�Xｧr��V'W&薹謨fW'6宥��1998.ll.6 宙�ﾒ� 
ア-ラム大学 �#��2繧貳ﾂ�○ 宙�ﾒ�

America 之�&ﾆ��ﾔ6�ﾆVvR�

テキサス大学オーステイン校 TheUniversityofTeXasatAustin �#��B����#��○ 宙�ﾒ�

カナダ �5ｨ986r�8�4�8ｨ�ｸ5��Xｧr�2003.7.31 ��ｲ�○ 

Canada �6�也F��'�5V譌fW"�6宥��

部局間協定Faculties

部局名 木�R�大谷等名 傀�/xﾈｹD霾�?｢�主な交流内容 ContentsofEXchanges 

Facultyin Charge ���5"�6�蹠'��千 NameofUnlversity 杷�'7DF�FV�"��w&VVﾖV蹌�学術交流 Academic EXchange 乂y�hﾏ�zﾂ�7GVFV蹌�U�6��誚R�

㌢ぎ訂人 =.≡三文 E_≡,I+一社 ｢十しくA 〔ノつこく �7H8�985絢I��ﾙ��ミシェル.ド.モンテーニュ--ボルドー第3大学 �#��r縒綯�○ ��ｲ�

=.諾科 化学 完賀○部 U:⊂Lr-～ �&W�V&ﾆ�6�g&��6R�UniversityMicheldeMontalgne-Bordeaux3 

[教 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��北京大学哲学系(宗教学系) ��涛ゅゅ#��(⊃ ��
二_ 【二大 ∩】∃ 儕eklngUniversity 

芝草 岩'部 コ 僖epartmentofPhilosophy(Religion) 

清華大学中文系 �#�����"��R�(⊃ 宙�ﾒ�

People'sRepublic 膝6匁vⅢ�V譌fW'6宥柳f6�觚6Tﾆ�誣V�vW2b�

of China 犯ﾇFW&�GW&R�

山東工芸美術学院国際交流与合作処 ShandongUniversityofArtandDesig∩ OfficeofⅠnternatiqnalEXchangeand Cooperation �#��b絣����○ ��ｲ�

インド �5x888�8ｸ8�8ｲ�6ﾈ�ｸ8ｹ�Xｧxﾋ靜｢饉hｧr饉h嶌ﾊB�ｸh���2006.9ー28 ��ｲ� 

Ⅰndia 幡�v���&ﾆ�ﾄ觀�'UV謨fW'6ﾇG��66���tﾆ�誣V�vRﾄﾆ友W&�GW&Rd7VﾇGW&R�7GVF妨2�

イタリア共和国 �4ｨ8��ｸ8��Xｧr�2005.10.5 ��ｲ�(⊃ 

RepublicofⅠtaly ��66�FVﾖ��F�&VﾆﾆT�'F芳ﾄ6�'&�&��
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アメリカ合衆国 �6ﾘ�ｸ5り5ｨ986x8�8ｲ�4ｨ8ﾈ6(5r�2002.9.6 ��ｲ�○ 

UnitedStatesof- America 疲�'F�6V蹠&�ﾄ6�ﾆVvR�

カナダ �7X8ｨ6X4(6(5h8R�5(8ﾘ987(4��Xｧr�2001.7.17 ��ｲ� 

Canada 彦�V謨fW'6宥柳d'&友�6�6�Vﾖ&���

ET]I �(h揄�ﾉj�I��ﾙ���V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�2�西安建築科技大学 ��涛偵b�#R�○ ��
:⊃ oqI.学 儿ianUniVersityofArchitectureand 

莞部 の トヾ 儺echnology 

中国科学院蘭州化学物理研究所 �#��"纈�#b�○ ��
:⊃ CR 儉anzhouⅠnstituteofChemicalPhysics, ChineseAcademyofSciences 

新彊農業大学 XinjiangAgriculturalUniversity �#��2貳ﾂ����○ ��ｲ�

華南理工大学 �#��B縒綯�○ ��

of China �6�F�6���V謨fW'6宥柳eFV6��&���

新彊大学機械工程学院 ⅩinjiangUniVersityco11egeofMechanica1 Engineering �#��B縒����○ ��

西北農林科技大学信息工程学院 NorthwestA&FUniVersity Co11egeofⅠnformationEngineering �#��b繧�#2�○ ��

大韓民国 亊異�ﾋH��|ﾘ4x6ﾈ8ｸ4ﾘ�ｸﾊHｸh��2006.1.24 ��ｲ� 

RepublicofKorea 噺�&V��F��4V觚&w�&W6V�&6�F�7F宥WFR�╋�U(uB��

安東大学校工科大学 AndongNationalUniVersity CollegeofEngineering �#��b絣���○ ��

ソウル産業大学校工科大学 SeoulNationalUniVersityofTechnology CollegeofEngineering �#��r���繧�○ ��

タイ王国 Kingdomof Thailand �6�8h8�8ﾘ985(99�Xｧr�6Ⅲﾆ�ﾆ�vｶ�&薹謨fW'6宥��2002.1.10 ��ｲ� 

ハt1ンク～ラテ+シユ人民共 和国 People'sRepublic ofBangladesh �6���984���8�6h5h8hﾔ���Xｧxﾔ逢yYB�f�7VﾇG柳dV誚匁VW&匁rﾄ&�誚ﾆ�FW6�譌fW'6宥���V誚匁VW&匁v�襴FV6�����2003.12.23 ��ｲ� 

モンゴル国 �8(98588ｸﾙ�zy�Xｧr�2007,9.14 ��ｲ� 

Mongolia ��Hｧx,h5(98788X�ｸ5�5H484x985逢x�����F柳��ﾅV謨fW'6宥柳dﾖ�v����66���ﾖ�F�ﾖ�F�76�襯6��WFW%66坊�6R�

モンゴル科学技術大学通信と情報技術学院 MongolianUniVersityofScienceand TechnologySchoolofTelecomunicationsand ⅠnformationTechnology �#��r��"����○ ��

フランス共和国 �784x�ｸ8ｲ靫り7ﾘ8ｨ�ｸ4ﾈ8X�ｸ8ｩ�Xｧr�1997.4.19 ��ｲ� 

RepublicofFrance ��妨'&Rdﾖ�&傍7W&剖V謨fW'6宥��

ポーランド共和国 �7ﾈ�ｸ8�986�逢x4�4ｨ6h7��ｲ�1995.3.3 ��ｲ� 

RepublicofPoland ����6��6�FVﾗ柳e66坊�6R�

=富農 ⊂:トづ′≒主与 �4�8�8ｨ4ｨﾘx�ﾙ��V譌FVE7F�FW6���ﾖW&�6��パデュー大学 ��涛b紕紕�○ ��ｲ�

1一.チ cDE部 儕urdueUniVersity.SchoolofAgriculture 

∴十: �4ｨ6�5��6���F��サスカチユワン大学農業生物資源学部 �#��ゅ2���○ ��
∽ー邑究 儷niVersityofSaskatchewan 

巨富萱科 ｡○ ト一一わトb 僂ollegeofAgricultureandBioresources 
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賀ps)也 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��上海高分子材料研究開発センター �#����2���○ ��
1=三城 ��V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�2���6����ShanghaiResearchandDeVelopmentfor 

巴5-寛連 宍買携 賢覧推 昌一岩■ri,進 儕olymericMaterials 

大韓民国 RepublicofKorea 佝9fｹ�Xｧxﾕｨ6x8�487ｸ8ﾘ5x�ｸﾊHｸh��1996.5.31 ��ｲ� 

ココ弓セ 僞ngineeringTribologyResearchⅠnstitute 

L-.> コタ 若君ー ∽un (つト一. Dj○ 儺yungpookNationalUniVersity 

東亜大学校産学協力研究センター CenterforCooperatiVeResearchand �#��"�2�#R�○ ��

トづ:⊃ On) Fト｣ 僖evelopmentDong-AUniVerslty 
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2008年度岩手大学海外派遣･留学プログラム一覧

プログラム名 僥位ﾙ�b�参加資格 僥位ﾘﾙ��協定の 有無 冦ｩ4��単位認 定 僥位ﾘ鳧ｯ｢�派遣期間 侘)�ﾉX�%8ﾆ���担当学部 

*サンクト.ペテルブルグ 交換留学プログラム �5H984�6x7�6X8ｸ7X8ｸ4��zy[b�嶌ﾇﾈ���Xｧr�入社2-4年 生.院生 �8ﾘ5h4��あり 佰�ｫyz�r�あり 滴ﾈ駟H,ﾓ佇��3ケ月-1年間 ��D隴H,Yo�s�iﾈ苓�����iﾈ冷�人文社会科学部 

英語研修 �7X8ｨ6X4(6(5h8R�5(8ﾘ987(4��Xｧr���ﾎｨﾊH�85ｨ985��ｲ�全学 �4ｨ6�5��なし ��ﾎｨﾊH�2�あり �8ﾈ�-ﾈ+ﾘ,ﾓ以�����ﾈ��28日間 鼎Yiﾈ苓*ﾘ.x*"�
モナシユ大学英語研修セン ター ��8ｧr�オーストラリア �,�+R�英語研修 �*�.��3月と8月頃 店�ｭB�45万円くらい 

国語科実地研修. 俛�ﾎｨ,ﾈｻ8怦��,偬�,H*ﾘ.��ｨ��,�,r�教育 �(hﾙ��＼ 侏ｹ&靆乂r�あり �8ﾈ靺��10日間 們�N��%2�教育学部 

短期中国語研修 ��H揄�Xｧr�全学 �(hﾙ��あり �(hｺvﾈｶﾈﾊB��2�なし 嶋ﾈ靺��1ケ月 �#�iﾈ苓*ﾘ.x*"�

日本語教育実習 ��H揄�Xｧr�教育 �(hﾙ��あり �?ｩgｸﾎｨｻ2�支����あり �8ﾈ靺��2週間 �#�iﾈ苓*ﾘ.x*"�

*短期派遣 ��H揄�Xｧr�教育 �(hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ靺��1年間 ��hｨ丑��

*短期派遣 仂厩ﾈ蹣Lﾙ�Xｧr�教育 �(hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ靺��1年間 ��hｨ丑��

*短期派遣 �6ﾘ�ｸ5�5ｨ986x8�8ｸ4ｨ8ﾈ6(5r�教育 兔Hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 滴ﾈ駟H,ﾓ以��1年間 ��hｨ丑��

*短期派遣 侘9}�E�i�Xｧr�農学 �(hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ靺��1年間 冩�#Iiﾈ冷�農学部 

国際研修 �8(6�5h8i�Xｧx��ﾎｨﾊH�85ｨ92�5��ｲ�工学部2.3年 生 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4��なし ��ﾎｨﾊH�2�あり 嶋ﾈ靺��4週間 �39iﾈ苓*ﾘ.x*"�工学部 

パデュー大学学生派遣 �7�6h8X�ｹ�Xｧr�農学 兔Hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ靺��1ケ月 田#X6�8ｹ{yN�,ﾙE�yYH.b�.稲�ｫ�^(��農学部 

*短期派遣 冖�&ﾙ�Xｧxﾕ｢�全学 亊異��あり 佰�ｫyz�r�あり 祷ﾈ靺��半年以上1年以 内 ��hｨ丑��人文社会科学部 

*短期派遣 �6X4ﾈ5H5��Xｧr�全学 兔Hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ�(h��1年間 ��hｨ丑��国際交流センター 

*短期派遣 途ﾘ8�8��Xｧr�全学 兔Hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ�(h��1年間 ��hｨ丑��

*短期派遣 �5ｨ986x8�4�8ｨ�ｸ5淫ﾉ�Xｧr�全学 �4ｨ6�5��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ�(h��1年間 ��hｨ丑��

*短期派遣 僖ｩFy�Xｧr�入社.教育 �(hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ��1年間 ��hｨ丑��教育学部 

*ボルドー交換留学プログ ラム �7ｸ8ｸ6��ｹ�c9�Xｧr�入社2-4年 坐.院生 �7H8�985��あり 佰�ｫyz�r�あり 祷ﾈ�.h.��5か月～1年間 僖繝�iﾂﾓ��iﾈ冷�人文社会科学部 

注‥*表示のプログラムは協定校との交換プログラムなので､岩手大学で授業料を払えば､派遣先での授業料免除の適用を受けます○認められれば 劔劔月額8万円の奨学金を受けられる場合がありますo休学した場合は､単位認定は受 
けられません｡



平成20年度海外学生受入･派遣実績(学生交流協定締結校)

担当部局 假8*�?ﾈ.｢�派遣 

人文社会科学部 �7H8�985�2�フランス3 

ロシア1 �(hﾙ���

韓国2 亊異���

教育学部 �(hﾙ���中国4 

アメリカ2 �4�8�8ｨ4｣��

工学部 �� 

農学部 �(hﾙ���中国1 

国際交流センター �� 
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岩手大学外国人留学生地域派遣実績一覧　　　　2008年度

派遣依頼機関 僥位ﾙ?ｩ/b�交流 者数 僥位ﾙz��ｧy�i�B�国別人数 佰�zﾈ,ﾉ>�vR�

1 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2��4月 儻9k��6 �4x5x7h6r��唔(hﾙ��2唏6�984�8�6h5h8R�"��文化体験 

2 �&雕X�9j�,ﾈ橙��x圷�2��4月19日 鉄��16 �(hﾙ�ヲ唏6ﾈ7��ｸ8ｲ�"唏8ﾘ5h4��"唏4ﾈ8ｸ4ﾒ�文化体験 
平泉町国際交流協会(平泉町) 劔ス(1)､ベトナム(1)､モンゴル(1) 

3 冉ｸ�8�9zxﾙY�)�ｹ8ﾈ抦ｧxﾕｪ(*H,Y�z2映ｲ�5月31日､7月26 日､27日､10月18 日 田��6 亊異��"唏8ﾘ5h4��"唏4ﾈ8ｸ4ﾘ5ｃ�唏7H8�92�文化体験 
上市) 劔ス(1) 

4 ��x圷ﾙ�ﾝｸﾏ�zﾈｺh橙��x圷�2��7月12日 ��ﾙ�B�25 �(hﾙ����唏ｭ異��2唏6ﾈ7��ｸ8ｲ�2唏7�6x6��8��2唏6�984�8�6h5h8R�2唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��2��異文化理解 

5 泌����ﾊ(.�.�*�*�(i,9�ﾈ,ﾈ檄2��x圓��2��7月26日､27日 ��ﾙ�B�9 �(hﾙ��"唏6�984�8�6h5h8R�"唏6ﾈ7��ｸ8ｲ�異文化理解 
(2)､モンゴル(2)､ベトナム(1) 

6 ���+�$ｨﾙ�ﾝｹthﾔHｮ霎��Hｪｨ�2��7月27日 鼎��3 �(hﾙ��2��異文化理解 

7 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2��7月 儻9k��6 �4x5x7h6r�"唔(hﾙ��"唏6�984�8�6h5h8R�"��文化体験 

8 處�*ｨｷX自)ｩmｩ&霎i*ﾉ>�橙��x圷�2��8月23日 ��b�1 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����スポーツ交流 

9 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��9月2日 鼎��2 �(hﾙ��"��異文化理解 

10 �79>ﾉ��ﾉY�85ｨ985��ｲ��x圷�2��9月28日 ��ﾙ�B�7 �(hﾙ��2唏8(98588ｲィ��異文化理解 

ll �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2���968ﾏij�忠�x圷�2��9月 儻9k��2 �6�984�8�6h5h8R�"��異文化理解 

12 ��ﾉ��棠*ﾈｻ8支効醜橙��ﾉ��棠*ﾂ��10月9日､16日､ 23日､30日､11月 6日 �����5 �(hﾙ��"唏7�6x6�8���唏ｭ異���唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5b�4�����異文化理解 

13 舒(訷ﾊxﾘ)9乂xﾕｩ[h峪��k�ｮ(訷ﾊr��10月17日 �3��9 �(hﾙ�コ唏7H8�985ｃ"唏8ﾘ5h4���唏6�984��8�6h5h8R����文化体験 

14 ��x圷�8ﾊ���&霎hﾏij�忠�x圷�2��10月17日 ��R�1 亊異�����異文化理解 

15 �(i,9�ﾈ4��ｸ5�6h487ﾘ�ｸ5�6(6x��ﾗ8効醜橙�11月2日 ��ﾙ�B�18 �(hﾙ�ッ唏8(98588ｲィ唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��2唏6ﾂ�異文化理解 
(盛岡市) 劔パール(3)､バングラデシュ(2) 

16 ��x圷���ﾘ)9乂xﾕ｢��x圷�2��11月6日 ���R�7 �7H8�985ｃ�唏ｭ異���唏4ﾈ8ｸ4ﾘ5ｃ�咤�8(98588ｲ�"唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��"��異文化理解 

17 �6ﾙ|ｸ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月7日 鼎B�2 亊異��"��異文化理解 

18 ��ｩ�)�ｨｻ8支効醜橙��ｩ�)�｢��11月8日､15日､ 22日､29日 �#��2 �7�6x6�8��"��異文化理解 

19 佶8鉙��抦ｧxﾕ｢��y:�2��11月11日 鉄b�2 亊異��"��異文化理解 

20 ��冉ｸ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月17日 鼎R�5 �(hﾙ��2唏8(98588ｲ��唏4�8ｸ5ｸ986�92����異文化理解 

21 侈���>ﾈ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月18日 鼎R�1 �7�6x6�8�����異文化理解 

22 番�587(8ｲ��x圷�2��11月22日～24日 ��ﾙ�B�32 �(hﾙ���2唏ｭ異��"唏8(98588ｲィ唏7�6x6��8�ィ唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�コ唏6�984�8�6h5h8R��2抱8ﾘ5h4�����異文化理解 

23 �7H8ﾈ985俛�ﾝｸ芥髦����x圷�2��11月28日 �#��1 �8(98588ｲ����異文化理解 

24 佶8鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月1日 鉄��1 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����異文化理解 

25 佶8鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月1日 鉄��1 �8ﾘ5h4�����異文化理解 
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岩手大学外国人留学生地域派遣実績一覧　　　2008年度

派遣依頼機関 僥位ﾙ?ｩ/b�交流 音数 僥位ﾙz��ｧy�i�B�国別人数 佰�zﾈ,ﾉ>�vR�

26 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月2日 田R�1 �7�6x6�8�����異文化理解 

27 ��H抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月16日 田��1 �5�42����異文化理解 

28 番�(uD��7&匁w8ﾘy:�����x圷�2��12月21日､23日 儻9k��2 �(hﾙ���唔¥Hﾙ�����文化体験 

29 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2��12月 儻9k��2 �(hﾙ���唏6�984�8�6h5h8R����異文化理解 

30 冏�,ﾉ}�+x+�,ﾈ尸]ｸ支����ｩ�)�｢��1月15日 都R�3 �(hﾙ��2��異文化理解 

31 �ﾈ飆]ｸ支����ｩ�)�｢��1月15日 �3��3 �(hﾙ��2��異文化理解 

32 舒(訷ﾊyzyOﾈ��ｭ宙ｮ(訷ﾊr��1月16日 ����10 �(hﾙ�ビ唏ｭ異���唏7H8�985ｃ�唏8ﾘ5h4������文化体験 

33 仆8支ｧyYI<�¥ｨ辷�ｧxﾕ｢��x圷�2��1月19日 ����6 �(hﾙ�ッ��文化体験 

34 �6�8ﾈ8ｸ8I]ｸ支����ｩ�)�｢��1月27日 �#r�3 �(hﾙ��2��異文化理解 

35 ��x圷8h6ﾈ5�5(ｺh橙��x圷�2��1月30日 儻9k��13 �(hﾙ����唏ｭ異���唏8ﾘ5h4���唏7�4ﾈ5�5��92����文化体験 

36 ��x圷���ﾘ)9乂xﾕ｢��x圷�2��2月5日 ��C��5 �7H8�985ｃ�唏ｭ異���唏8(98588ｲ��唔(hﾙ���"��異文化理解 

37 ��ﾘ唏抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月6日､17日 田r�3 兔Hﾙ���唔(hﾙ��"��異文化理解 

38 冉ｸ�8�9zxﾙY�)�ｹ8ﾈ抦ｧxﾕｪ(*H,Y�z2映ｲ��8�2��2月14日 鼎��2 �(hﾙ���唏8ﾘ5h4�����異文化理解 

39 ��x圷�9zy�X鯤鮑抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月16日 �3��1 �(hﾙ�����異文化理解 

40 ��x圷�9zx��>ﾈ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月19日 都B�1 �(hﾙ�����異文化理解 

41 倩yFy*ﾉzy�YZｨ抦ｧxﾕ｢郁yFy*ﾂ��2月26日 �����1 �8(98588ｲ����異文化理解 

42 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2��2月 儻9k��4 �(hﾙ�ィ��文化体験 

43 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2��x圷�2��3月 儻9k��7 �(hﾙ�ビ��文化体験 

合計 剴#3�� 
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